
　10月６日㈯北信保育園の運動会が、栄小学校の
校庭で行われました。当日は、30℃を超える猛暑
日となりましたが、園児たちは暑さに負けず、日
頃練習してきたダンスやなわとびなど元気いっぱ
いに披露し、グラウンドを駆け巡りました。
　最後の「リレーごっこ」では激戦となり、応援
する保護者の方々からも熱い声援が園児たちに送
られました。

～北信保育園運動会～ 主な内容
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■寄付金についてほか
■土合橋開通式についてほか
■集落支援に関するアンケート結果
■津南衛生施設組合財政事情について
■河川水質調査結果について
■保健だより
農業委員会だより「のぞみ」（第82号）
議会報（第188号）
公民館報（第325号）
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9
月
27
日
㈭
飯
山
市
で
農
業
を
営
む

金
崎
隆ゆ

た
か

様
と
同
じ
く
飯
山
市
で
米
の

販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
「
㈲
第
三
ユ

タ
カ
」
様
よ
り
、
寄
付
金
と
し
て
70
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
に
発
生
し
た
長
野
県
北
部

地
震
発
生
の
翌
年
か
ら
5
キ
ロ
の
お
米

に
対
し
て
15
円
ず
つ
積
み
立
て
、
6
年

半
と
い
う
歳
月
を
か
け
て
寄
付
金
を
募

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
今
後
復
興
に
向
け
た
取
組

へ
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　
本
年
7
月
11
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
前

村
長
の
島
田
茂
樹
氏
（
77
歳
）
が
旭き

ょ
く

日じ
つ

雙そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
平
成
23
年
3

月
12
日
発
生
の
長
野
県
北
部
地
震
の
対

応
と
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
及
び
、
村
長
8
年
、
助
役
・
副

村
長
3
年
4
カ
月
、
収
入
役
4
年
、
村

職
員
36
年
10
カ
月
の
長
き
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
10
月
9
日
㈫

に
森
川
村
長
か
ら
ご
遺
族
に
叙
勲
の
伝

達
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
故
人
の
功
績
を
た
た
え
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を

お
祈
り

い
た
し

ま
す
。

　
10
月
16
日
㈫
、
今
年
で
32
回
目
と
な

る
岳
北
（
飯
山
市
瑞
穂
地
区
、
木
島
平

村
、
栄
村
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
横
倉
農
村

広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
瑞
穂
1
チ
ー
ム
、
木
島
5
チ
ー
ム
、

栄
5
チ
ー
ム
の
全
10
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
大
会
は
、
各
チ
ー
ム
4
試
合
の
リ
ー

グ
戦
で
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
と
な

り
ま
し
た
。

　
木
島
、
瑞
穂
の
チ
ー
ム
に
苦
戦
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
見
事
志

久
見
チ
ー
ム
が
実
力
を
発
揮
し
、
3
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
来
年
、
瑞
穂
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰
は
、「
全
国

一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

強
化
週
間
」
で
す
。
強
化
週
間
中
は
、

通
常
の
時
間
帯
を
延
長
し
て
、
夫
・
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

◇
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0
―

0
7
0
―

8
1
0

◇
受
付
時
間

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
　
な
お
、
法
務
局
飯
山
支
局
及
び
飯

山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
左

記
の
日
程
で
、面
談
で
の
相
談
所（
無

料
）
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

◇
日
時
　
11
月
14
日
㈬

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
30
分

◇
場
所

　
長
野
地
方
法
務
局
　
飯
山
支
局

【
問
合
せ
先
】

　
☎
０
２
６
９
―

６
２
―

２
３
０
２

米
の
売
上
金
か
ら

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

前
村
長
島
田
茂
樹
氏
が

旭き
ょ
く

日じ
つ

雙そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

を
受
章

第
32
回
岳
北
親
善

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

全
国
一
斉

 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

▶
左
か
ら
第
三
ユ
タ
カ
代
表
加
藤
氏
、

　金
崎
氏
、
森
川
村
長

▲表彰を受ける志久見チーム
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栄
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研

究
集
会
・
人
権
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ

土
合
橋
の
開
通
式
に

つ
い
て

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

平
成
30
年
度
森
林
づ
く
り
推
進
支
援

金
を
使
っ
た
枯
損
木
除
去
を
行
い
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

栄
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
左
記
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
期
　
日　

11
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
50
分

◇
会
　
場　

栄
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

◇
演
　
題　
「
ネ
ッ
ト
の
こ
こ
が
心
配

～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
と
留
意
点
～
」

◇
講
　
師　

南
澤
信
之
氏
（
一
般
財
団

法
人
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
総
合
研
究

所
理
事
長
、
長
野
県
警
察
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
主
　
催　

栄
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

◇
共
　
催　

栄
村
、
栄
村
教
育
委
員
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
な
道
具
で

す
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と

自
分
や
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
犯
罪
や

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

村
内
の
児
童
・
生
徒
と
一
緒
に
ネ
ッ

ト
の
危
険
性
と
留
意
点
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

　

２
級
村
道
天
代
坪
野
線
の
土
合
橋
が

い
よ
い
よ
完
成
し
、
神
事
・
開
通
式
を

左
記
の
通
り
挙
行
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　

11
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

◇
場
所　

土
合
橋
周
辺

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
国
が

作
っ
た
中
小
企
業
従
業
員
の
た
め
の
制

度
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従

業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業

主
に
は
一
定
期
間
掛
金
の
一
部
が
村
よ

り
助
成
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

　

村
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
や
感
染
し
た
場
合
の
重

篤
な
合
併
症
な
ど
を
抑
え
る
た
め
、
今

年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
接
種
後
、
抗
体
が

で
き
る
の
に
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

の
で
、
日
常
生
活
に
お
け
る
、
う
が
い
、

手
洗
い
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
合
わ
せ
て
、

早
目
に
予
防
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
栄
村
診
療
所
の
接
種
料
金
》

・
中
学
生
以
下  

子
ど
も 

２
，５
０
０
円

・
高
校
生
以
上  

大　

人 

３
，５
０
０
円

　

※
予
約
な
し
で
接
種
で
き
ま
す
。

《
補
助
対
象
者
と
補
助
金
額
》

◇
中
学
生
以
下
の
方

　
補
助
金
額 

一
回
に
つ
き
１
，２
５
０
円

　

※
13
歳
未
満
は
２
回
接
種

◇
65
歳
以
上
の
方

　

補
助
金
額　

１
，
６
０
０
円

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
こ
の
補
助
制
度

を
利
用
し
て
、
近
隣
の
医
療
機
関
で

も
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
接

種
料
金
は
医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り

ま
す
が
、
接
種
料
金
か
ら
補
助
金
を

差
し
引
い
た
金
額
で
請
求
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

栄
村
診
療
所

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
０
６

　

狩
猟
期
間
中
は
、
鳥
獣
と
見
間
違
わ

れ
な
い
よ
う
、
山
林
内
で
は
な
る
べ
く

見
通
し
の
よ
い
道
を
利
用
し
て
、
明
る

く
目
立
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る

な
ど
、
狩
猟
者
に
存
在
を
知
ら
せ
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、狩
猟
者
に
出
会
い
ま
し
た
ら
、

近
く
で
作
業
を
し
て
い
る
人
な
ど
の
情

報
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
狩
猟
期
間　

11
月
15
日
～
２
月
15
日

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

　

村
内
で
は
、
５
割
の
ナ
ラ
類
が
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
当
事
業
は
、
枯
損
し
た

ナ
ラ
類
を
伐
採
し
、
健
全
な
森
に
戻
す

こ
と
に
よ
り
、
倒
木
に
よ
る
道
路
被
害

や
人
身
被
害
を
防
止
す
る
た
め
平
成
22

年
よ
り
行
っ
て
い
る
長
野
県
の
森
林
税

を
利
用
し
た
事
業
で
す
。

◇
事
業
名　

平
成
30
年
度
森
林
づ
く
り

　

支
援
金
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

◇
事
業
費　

１
，６
０
９
，２
０
０
円

　
（
内
県
交
付
金
額 

９
５
９
，０
０
０
円
）

◇
事
業
量　

48
・
36
㎥

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３



（4）広 報 さ か え平成30年11月１日

集落支援に関するアンケート調査結果について
●調査の目的

●調 査 対 象　　村内31集落の区長を対象にアンケート調査を実施
●調査実施時期　　平成30年７月
●回　答　数　　27集落（回答率：87.1％）

　村内にある31集落においては、人口減少や住民の高齢化等により、これまで集落ごとに行われてきた自治活動を維持
することが難しくなってきている、との声が各集落から役場に寄せられています。
　役場としては、各集落の現状を把握し状況に応じた支援方法等を検討する必要があることから、アンケート調査を実
施したものです。

集落の活動状況

〇林業の低迷により山林の維持管理が行われなくなってきたほか、祭りや獅子舞等の伝統文化の継承や住民以外の人達との交流事
業などが、人口減少等により実施しなくなった集落が多くあり、集落活動は縮小傾向となっています。
〇道路や水路の維持管理、神社の維持管理や環境美化活動は、多くの集落で継続して取り組まれています。
〇一人暮らしの老人の安否確認が、集落での重要な活動であるとの個別意見がありました。

集落が所有する公民館等の維持管理
集落が所有する山林の維持管理

集落内の神社の維持管理
道路や水路の維持管理

ゴミ拾い等の環境美化活動
祭りや獅子舞等の伝統文化の継承
新年会や花見等の住民の交流事業
集落外や村外の人達との交流事業

■４.最近から開始　　■３.最近になって中止　　■２.過去から継続して実施　　■１.活動実績なし　　■無回答

0 5 10 15 20 25 27

1 1 22 2 1
1 12 6 7 1

1 4 20 0 2
2 4 5 15 1

2 0 25 0
6 19 2

0

0

0

10 25 1
10

0

25 10

問１

隣接する集落との共同活動の実施状況

〇15の集落で隣接する集落との共同活動が行われており、道路や水路の維持管理が一番多く、公民館の維持管理、環境美化活動や
住民等の交流事業などが共同で行われています。
〇東部地区の多くの集落（10集落）が、いずれかの事業について隣接する集落と共同して活動しています。

0 2 4 6 8 10

集落が所有する公民館等の維持管理
集落が所有する山林の維持管理

集落内の神社の維持管理
道路や水路の維持管理

ゴミ拾い等の環境美化活動
獅子舞等の伝統芸能の継承活動

新年会や花見、イベント等の住民の交流事業
集落外や村外の人達との交流事業

7
4

5
10

7
1

7
4

問２

区長として活動するなかでの集落における課題

〇一番の課題は住民の高齢化であり、次に、草刈り等の普請が大きな課題であると回答がありました。
〇耕作放棄地の増加や、鳥獣被害の増加が課題であるとの回答も多くありました。
〇伝統文化の継承や、管理不全な空家の増加は、他の項目に比べると課題であるとの回答は少ない状況でした。
〇人口減少や高齢化により、集落活動に支障が生じており、集落ごとに様々な課題を抱えていることが分かります。

集落内の人口の減少
住民の高齢化

耕作放棄地の増加
山林の荒廃

管理されていない空き家の増加
農作物等の鳥獣被害の増加

祭りや獅子舞等の伝統文化の継承
バスやデマンド交通等の移動手段
公民館等の区の財産の維持管理
道路や水路の草刈り等の普請
集落内の道路等の除雪作業

集落の活性化に向けた取り組み

■４.大変な課題である　　■３.やや課題である　　■２.あまり課題ではない　　■１.課題ではない　　■無回答

0 5 10 15 20 25 27

18
23 2 1 0

00

00

1
1

6 0 1 2

11
10
10

12
4

9
7

21
13

10 8 5 3
7 3 2 2

3 0 2 1

1

11 5 2 2
8 6 2 2

10 5 5 3
13

6 6 3 2
2

11 3 30
15

問３
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集落を運営していく中で不足しているもの

〇一番不足していると回答があったのは、災害発生時に対応できる人材であり、高齢化により災害発生時に活動できる人材が不足
している状況が分かりました。
〇集落を活性化するための知識や、補助金等を活用するための知識が不足しているとの回答が多く、様々な知識や取り組みの方法
等について支援が求められています。
〇道路・水路の維持管理費用、集落の運営費用や役員等の人材についても不足しているとの回答が多くありました。

役員を受けることのできる人材
草刈り等の普請における人員

祭りや獅子舞等の伝統文化を受け継ぐ人材
災害発生時に対応できる人材

集落を運営していくための費用
道路や水路等の維持管理の費用

集落を活性化していくための知識
補助金等を活用するための知識

■４.大変不足している　　■３.やや不足している　　■２.あまり不足していない　　■１.不足していない　　■無回答

0 5 10 15 20 25 27

13
13

8
15

9
14 8 3 1 1

1 114
11 14 0 02

9 2

13 5 00
0011 1

9 3 3 4
10
10 1 0 3

1 1 2

問４

役場が今後行うべき集落への支援策

〇一番重要であるとの回答が多かったのは、集落支援交付金の増額でした。
〇道路や水路を維持管理していくための費用についても、支援を求める回答が多数ありました。
〇道路や水路を維持管理するための普請の人員確保を求める回答も多くありました。
〇集落支援担当職員による取り組みの拡大や、集落活性化の知識の提供を求める意見も多くありました。
〇個別の意見としては、集落支援担当職員が何をしてくれるのかわからないとの意見がありました。

役場職員の集落支援担当職員としての取組みの拡大
道路や水路等を維持管理するための普請の人員確保

伝統文化を継承していくための人材の確保
集落支援交付金の増額

道路や水路等を維持管理していくための費用の支援
集落を活性化させるための知識の提供

補助金等を活用するための手続等の支援
地域おこし協力隊隊員の集落への配置又は増員

■２.一番重要である　　■１.必要である

0 5 10 15 20 25

5
9

1
10

7
2 13
3 10
2 9

14
7

6
8

12

問５

集落が今後行うべき取り組み

〇集落活動への集落内の若者の参加が必要であるとの回答が最多となりました。
〇移住者等の受入れによる人口の増加に取り組む必要があるとの回答も多くありました。
〇集落活動に必要な予算の確保が必要との回答も多くありました。
〇隣接集落との作業等の共同化や、隣接等する集落との統合や再編が必要との意見は少数でした。

移住者等の受け入れによる人口の増加
集落活動への集落内の若者の参加

集落活動へ集落外のボランティア等の参加
普請等の作業の隣接集落との共同化
隣接等する集落との統合や再編

複数の集落が連携した広域的な組織での活動
集落活動に必要な予算の確保

各種補助制度等を活用した新たな取組み

■４. 非常に必要である　　■３. 必要である　　■２. あまり必要ない　　■１. 必要ない　　■無回答

0 5 10 15 20 25 27

7 13 3 2 2

3 11 6 2 5
3 7 11 4 2

2

1 4 14 4 4
3 11 6 3 4

7 15 1 2
7 11 3 2 4

9 14 2 20

問６

〇15人（54％）の区長が、役場職員が集落外の職員であっても、
集落の活動に積極的に関わってほしいと回答されました。

〇必要な時のみアドバイスしてほしいとの意見も、８人（33％）
から回答がありました。

〇役場職員にばかり頼ることはできないとの意見もあり、どち
らとも言えないとの回答も３名からありました。

〇集落のことは集落の住民が行うべきという選択肢を設けまし
たが回答は１人もなく、多くの集落が何らかの支援を役場に
求めている状況であることが分かりました。

集落の住民でない役場職員が集落活動に係わることについて

１.普請等を含め
　 積極的に集落活動に
　 係わってほしい
　 15人（54％）

４.どちらとも
　 言えない
　 ３人（11％）

２.必要な時のみ
　 アドバイス等
　 してほしい
　 ８人（31％）

無回答
1人（4％）

問７
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信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告

者
の
決
算
書
（
又
は
白
色
申
告
者
の
収

支
内
訳
書
）
の
作
成
方
法
や
決
算
の
際

の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
左
記
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
改
正
（
軽
減
税
率

制
度
）
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は

当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
信
濃
中
野
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

　
☎
０
２
６
９―

２
２―

３
１
５
３

　
栄
村
青
色
申
告
会
・
栄
村
商
工
会
・

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
事
業
所
の
方

向
け
に
、
所
得
税
の
決
算
及
び
申
告
の

際
に
気
を
付
け
る
こ
と
や
、
来
年
（
平

成
31
年
）
10
月
に
実
施
さ
れ
る
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
と
飲
料
食
品
等
の
軽

減
税
率
制
度
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
ま
た
軽
減
税
率
制
度
な
ど
に
対
応
し

経
理
事
務
を
省
力
化
す
る
た
め
、
会
計

ソ
フ
ト
「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
」
を
利
用
し

た
パ
ソ
コ
ン
経
理
の
研
修
会
を
あ
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

　
決
算
・
申
告
の
疑
問
点
を
聞
い
て
み

た
い
方
や
、
パ
ソ
コ
ン
経
理
に
興
味
の

あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
12
月
5
日
㈬

・
所
得
税
、
消
費
税
研
修
　
14
時
〜

・
パ
ソ
コ
ン
経
理
　
15
時
〜

◇
場
所
　
栄
村
役
場
会
議
研
修
室

【
問
合
せ
先
】

　
栄
村
商
工
会

　
☎
０
２
６
９―

８
７―

２
３
５
３

　
家
屋
な
ど
の
建
物
は
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
で
す
。
新
築
・
増
築
ま
た
は

解
体
を
し
た
と
き
は
、
会
計
税
務
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
新
築
・
増
築
の
場
合

　
役
場
の
担
当
者
が
家
屋
調
査
を
実
施

し
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

◇
解
体
の
場
合

　
届
出
書
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
役
場
の
担
当
者
が
解
体
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
、
翌
年
度
か
ら
課
税
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
会
計
税
務
課
　
税
務
係

　
☎
０
２
６
９―

８
７―

３
１
１
１

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
長
野
北
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
長
野
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
４
４―

４
１
０
０

平
成
30
年
度
決
算

説
明
会
に
つ
い
て

家
屋
を
新
築
ま
た
は

解
体
し
た
ら
届
出
を

お
願
い
し
ま
す

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日

は「
年
金
の
日
」で
す

所
得
税
・
消
費
税
研
修
会
と

パ
ソ
コ
ン
経
理
研
修
会
の

お
知
ら
せ

記帳説明会
対象者 開催日時 開催時間 開催会場

農業取得を有する者
（青色及び白色申告者） 12月３日㈪ 10：00～ 12：00 中野市公民館

営業所得又は不動産所得を
有する者

（青色及び白色申告者）
12月３日㈪ 14：00～ 16：00 中野市公民館

決算説明会
対象者 開催日時 開催時間 開催会場

農業所得を有する者
（青色申告者） 12月６日㈭ 10：00～ 12：00 飯山市公民館

営業所得及び不動産
所得を有する者
（青色申告者）

12月６日㈭ 14：00～ 16：00 飯山市公民館
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税
金
は
目
的
や
実
情
に
よ
り
税
額

や
税
率
が
定
め
ら
れ
、
情
勢
が
変
わ

る
と
改
正
さ
れ
ま
す
。
一
番
身
近
な

消
費
税
（
国
税
）
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
後
の
社
会
保
障
等
に
充
て
る
財
源

が
不
足
し
な
い
よ
う
に
等
の
理
由
で

8
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
現
時
点
で
は
来
年
10
月
1
日
に

予
定
さ
れ

て
い
る
そ

う
で
す
。

延
期
さ
れ

な
け
れ
ば

で
す
が
。

　
急
に
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、〝
た

ば
こ
〞
は
購
入
時
に
別
途
消
費
税
が

掛
か
り
ま
せ
ん
。
正
確
に
は
掛
か
ら

な
い
の
で
は
な
く
消
費
税
込
の
値
段

と
な
っ
て
い
ま
す
。
定
価
4
4
0
円

の
た
ば
こ
を
例
に
し
ま
す
と
、
32
・

59
円
が
消
費
税
と
し
て
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
他
に
、
国
・
県
・
村
の
た
ば

こ
税
が
2
4
4
・
88
円
（
村
分
は

1
0
5
・
24
円
）
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
1
箱
4
4
0
円
の
中
に

は
2
7
7
・
47
円
（
63
％
）
の
税
金

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
6
割
が
税
金
の
た
ば
こ
、
結
構
標

的
に
さ
れ
ま
す
。
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
を

例
に
し
ま
す
が
、
発
売
開
始
の
昭
和

44
年
は
1
0
0
円
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
物
価
上
昇
に
よ
り
昭

和
50
年
1
5
0
円
、（
中
略
）、
昭
和

61
年
2
2
0
円
に
値
上
が
り
。
そ
の

後
、
平
成
元
年
に
消
費
税
3
％
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
こ
こ
で
は
据
え
置

き
、
平
成
9
年
に
消
費
税
が
5
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
2
3
0
円
に
値
上

税
金
っ
て
な
ん
で
す
か
？
③

が
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
た
ば
こ

税
の
増
税
に
よ
り
平
成
10
年
2
5
0

円
、
平
成
15
年
2
8
0
円
、
平
成
18

年
3
0
0
円
、
平
成
22
年
4
4
0
円

と
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
千
円
札
を
出

し
て
も
2
個
し
か
買
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
平
成
26
年
に
消
費
税
が
8

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
事
に
よ
り

4
6
0
円
と
な
り
、
今
年
の
10
月
で

5
0
0
円
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み

に
昭
和
44
年
頃
の
物
価
で
す
が
、
は

が
き
は
1
枚
7
円
、
か
け
そ
ば
1
杯

80
円
、
瓶
ビ
ー
ル
1
本
1
3
0
円
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
最
初
に
戻
り
ま
す
が
社
会
保
障
費

は
年
金
や
医
療
、
介
護
等
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
医
療
費
な
ど
の
支
出
を
抑

え
る
に
は
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
健
康
は
自
分
で
維
持
す
る
こ
と
が

理
想
で
す
。
健
康
で
過
ご
す
こ
と
に

よ
り
医
療
費
等
の
自
己
負
担
も
抑
え

ら
れ
、
社
会
保
障
費
も
抑
え
ら
れ
ま

す
。〝
た
ば
こ
〞
は
こ
の
流
れ
に
逆

行
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
ば
こ
は
貴
重
な
税
収
の
一
つ

で
す
が
、
社
会
保
障
費
を
圧
迫
す
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま

せ
ん
。

　
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
に
そ
し
て

安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
も
、
村
税

等
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
た
ば
こ
は
村
内
で
購
入
し
ま
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
吸
い
過
ぎ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
会
計
税
務
課
　
税
務
係
　

　
☎
０
２
６
９
│

８
７
│

３
１
１
１
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国税に関するご相談は、
まず電話にてお問い合わせください！

税務署におかけいただいた電話は、自動音声案内で
ご案内しております。

信濃中野税務署（0269-22-3151）

「１」を選択 「２」を選択

相談内容に応じて「１」、「２」、「３」の番号を選択してください。

「３」を選択
○国税に関する
　一般的なご相談

電話相談センター
音声案内に従い相談内容の
番号を選択してください。

「１」…所得税
「２」…源泉所得税・
　　　 年末調整
「３」…相続税・贈与税
「４」…法人税
「５」…消費税・印紙税
「６」…そのほかのご相談

税務署での面接相談は、「事前予約制」としております。
相談日時をご予約いただくと、待ち時間なくご案内できます。

◎よくある税の質問は国税庁ホームページの
　「タックスアンサー」に掲載されています。
◎携帯電話からもご利用いただけます。

タックスアンサー 検 索

税　務　署

消費税の
軽減税率制度に
関する
専用窓口

○個別的なご相談のため
　の予約手続
○税務署からの照会に関
　するお問合せ
○税金の納付相談

○消費税の軽減税率
　制度に関するご相談
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し尿処理費
25.64％
（75,057）

議会費　0.06％（169）

し尿処理場の
施設維持管理費等

議会運営費

組合全体の一般管理費、
監査委員費及び基金積立金等

斎場の施設維持管理費等

ごみ・し尿処理場等の
全体の総務的経費等

ごみ処理場の
施設維持管理費等

最終処分場の
施設維持
管理費等

ごみ処理・
し尿汲取・
許可申請手数料

財政調整基金
からの繰入金

平成28年度の
繰越金

くず鉄、古紙等
リサイクル品の売却等

土地貸付料
利子積立等

使用料
及び手数料
9.90％

（31,727）斎場・ごみ・
し尿処理場
使用料

関係市町村
の負担金

津南町
48.97％

（156,958）

繰越金
8.48％（27,164）

繰入金
6.98％

（22,375）
手数料　5.31％
（17,004）

使用料　4.59％
（14,723）

栄村
11.26％
（36,078）

十日町市
10.77％
（34,511）

諸収入
3.64％（11,669） 財産収入

0.01％（32）

総務費
11.63％
（34,036）斎場費

6.95％
（20,333）

塵芥処理費
45.39％（132,832）

最終処分場費
7.05％

（20,641）

清掃総務費
3.28％（9,601）衛

　
生

　費
　

（
258,464）　88.31％

組

　
合

　費

（
227,547）　70.99％

歳　入
320,514千円

歳　出
292,669千円

◎歳入 320,514千円 － 歳出 292,669千円
　＝27,845千円 は次年度へ繰越
◎財政調整基金残高 64,398千円
　（前年度から864千円増） （単位：千円）

使ったお金（歳出）
2億9千266万9千円

入ったお金（歳入）
3億2千51万４千円

◆
し
尿
の
量

　
総
搬
入
量 

6
2
7
4
㎘

 

（
内
栄
村 

1
5
0
1
㎘
）

　
前
年
度
対
比
　
7
・
4
％
の
減

○
内
　
訳

　
し
尿
搬
入
量  

2
5
9
9
㎘

 

（
内
栄
村 

4
4
0
㎘
）

　
浄
化
槽
汚
泥
搬
入
量 

3
6
7
5
㎘

 

（
内
栄
村 

1
0
6
1
㎘
）

◆
し
尿
処
理
の
経
費

　
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
１
㎘
あ
た
り
の

　
処
理
経
費

 

1
万
3
2
9
0
円

　
ご
み
・
し
尿
処
理
等
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
は
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
☎
０
２
５
│

７
６
５
│

３
４
９
５

一
世
帯
あ
た
り
の
排
出
量
　

 

9
9
9
㎏
／
年

◆
ご
み
処
理
の
経
費

　
ご
み
１
ト
ン
あ
た
り
の
処
理
経
費

 

3
万
5
4
6
7
円

 

※
公
債
費
・
工
事
費
を
除
く

　
一
人
あ
た
り
の
処
理
経
費

 

1
万
2
0
9
5
円
／
年

　
一
世
帯
あ
た
り
の
処
理
経
費

 

3
万
3
0
1
0
円
／
年

最
終
処
分
場
埋
立
実
績

平
成
29
年
度
埋
立
量 

6
8
9
㎥

最
終
処
分
場
残
容
量
 

2
万
3
0
5
1
㎥

◆
年
間
利
用
実
績 

3
0
3
件

 

（
内
栄
村
　
40
件
）

◆
斎
場
の
経
費
　

　
火
葬
一
件
あ
た
り
の
経
費

 

6
万
4
6
9
3
円

 

※
公
債
費
・
工
事
費
を
除
く

斎
場
業
務

し
尿
処
理
業
務

　
津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・

旧
松
之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市

町
村
で
構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿

等
の
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
る
『
津
南

地
域
衛
生
施
設
組
合
』
の
平
成
29
年
度

の
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ご
み
の
量

　
総
搬
入
量 

4
3
7
5
ト
ン

 

（
内
栄
村
　
5
7
0
ト
ン
）

　
前
年
度
対
比
　
0
・
3
％
の
増

○
内
　
訳

　
燃
え
る
ご
み 

3
6
0
2
ト
ン

　
資
源
ご
み 

1
2
6
ト
ン

　
空
び
ん 

1
1
7
ト
ン

　
空
　
缶 

52
ト
ン

　
埋
め
立
て
ご
み 

55
ト
ン

　
古
　
紙 

4
0
4
ト
ン

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ

 

19
ト
ン

一
人
あ
た
り
の
排
出
量

 

3
6
6
㎏
／
年

ご
み
処
理
業
務

平
成
29
年
度

　歳
入
歳
出
決
算

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
財
政
事
情
公
表
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村内河川の水質調査結果について

大腸菌群の推移 （単位：MPN/100ミリ㍑）

調査年月日

調査地点
H26 H27 H28 H29 H30

①橋場川橋 3300  13000  2000  6000  1600

②小箕作橋    2400  2800 6300  2400 700

   ③大巻橋  1300 3500 5000 1800 350

④横倉集落水路    7900  12000  2700  5000 2400

⑤沢尻橋 3300  14000  16000  12000 11000

⑥宮野原橋   1300  16000  5000 2800 2200

⑦志久見橋    1300 3400 7000  1800 170

⑧小赤沢橋   7900 500 1100 700  7

⑨秋山小学校下    330 400  200 2未満 17

⑩栄大橋※ 7900  7100  34000 500 240

ＢＯＤの数値

大変きれいな水 ０．５未満

きれいな水 １．０未満

水浴可能程度の水 ２．０未満

少し汚れた水 ３．０未満

汚れた水 ５．０未満

大変汚れた水 ５．０以上

　村では、村内の中小河川及び集落内水路の水質検査を年１回行なっています。調査地点は昨年

同様の10地点で、今年は9月26日に実施しました。

　検査の結果は、大腸菌群数が①橋場川橋、④横倉集落水路、⑤沢尻橋、⑥宮野原橋の４地点で

基準値を超過しましたが、過去からの結果と比較しても特異な値ではありません。ＢＯＤは両水

系ともに下限値未満であり、有機汚濁の少ない水質が維持されています。

　きれいな川を守っていくために、汚れた生活排水を河川に流さないよう、引き続き皆さんのご

協力をお願いいたします。

*１大腸菌群数
　大腸菌群数は、人間又は動物の排泄物による水の汚
染指標として用いられます。大腸菌には、腸内に生存
しているもののほか、草原や畑などの土中に生存して
いるものも含まれるが、一括して大腸菌群として測定
しています。

*２ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　河川水などの有機物による汚濁の程度を示すもので、
有機物質が酸化分解されるときに消費される酸素の量
をいい、数値が高いほど有機物の量が多く、汚れが大
きいことを示しています。

河川水の汚濁指標

調査年月日

調査地点
H28 H29 H30

橋場川 ①橋場川橋 0.5未満 0.5未満 0.5未満

小箕作川 ②小箕作橋 0.5未満 0.5 0.5未満

大巻川 ③大巻橋 0.5未満 0.5未満 0.5

横倉 ④集落内水路 0.5未満 1.5 0.5未満

森 ⑤沢尻橋 0.5未満 0.5未満 0.5未満

千曲川 ⑥宮野原橋 0.5未満 0.5未満 0.5未満

志久見川 ⑦志久見橋 0.5未満 0.5未満 0.5未満

小赤沢川 ⑧小赤沢橋 0.5未満 0.5未満 0.5未満

中津川 ⑨秋山小学校下 0.5未満 0.5未満 0.5未満

中条川 ⑩栄大橋 2.3 0.5未満 0.5未満

BＯＤ（生物化学的酸素要求量）の推移 （単位：㎎／㍑）
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西
道
の
一
里
塚
は
青
倉
の
西
は
ず
れ

に
あ
り
ま
し
た
。
丸
い
小
塚
が
道
の
両

側
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
で
も
そ
の
面

影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
期
待
を

込
め
な
が
ら
現
地
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。
確
認
で
き
れ
ば
貴
重
な
歴
史
遺
産

で
す
。
東
道
の
一
里
塚
は
、
小
滝
と
志

久
見
峠
の
あ
い
だ
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は
そ
の
場

所
が
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
何
か
手
が

か
り
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑲
❖❖

　

開
設
23
年
目
の
今
シ
ー
ズ
ン
は
12
月

15
日
㈯
オ
ー
プ
ン
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ス
ス
メ
情
報

は
！

○
村
民
高
校
生
シ
ー
ズ
ン
券

　

→ 

８
，
０
０
０
円

○
高
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん

　

→「
雪
マ
ジ
19
」（
19
歳
リ
フ
ト
無
料
）

　
　
「
雪
マ
ジ
20
」（
20
歳
リ
フ
ト
半
額
）

　

雪
マ
ジ
の
ご
利
用
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
事
前
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。ス
キ
ー
場
へ
は

身
分
証
明
書
の
携
帯
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
雪
マ
ジ
19
の
対
象
者
は
、

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
雪
マ
ジ
20
の
対

象
者
は
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
と
な
り
ま
す
。

○
村
内
各
家
に
は
12
月
に
村
民
割
引
券

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご

親
戚
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
例
年
好
評
の
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
シ
ー
ズ
ン
レ
ン
タ
ル
の
受
付
期

間
は
11
月
19
日
～
11
月
28
日
（
告
知

放
送
で
も
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
村
民
皆
様
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

　
（
役
場 
商
工
観
光
課
）

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

２
０
１
８
─
１
９

シ
ー
ズ
ン
情
報

善
光
寺
道
と
一
里
塚

▲道しるべ（青倉）

　

江
戸
時
代
、
十
日
町
地
方
と
飯
山
・

長
野
地
方
を
結
ぶ
道
は
、
善
光
寺
道み

ち

あ

る
い
は
谷た

に

道み
ち

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
道
は
水
内
郡
を
通
る
西
道
と
、
高

井
郡
を
通
る
東
道
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
信
越
間
の
交
易
物
資
や
善
光

寺
参
り
の
人
々
が
往
来
す
る
道
で
し
た
。

　

天
明
二
年
（
１
７
８
２
）
と
寛
政
六

年
（
１
７
９
４
）
に
、善
光
寺
本
尊
（
阿

弥
陀
如
来
）
の
出で

開が
い
ち
ょ
う帳
一
行
が
東
道
を

通
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
箕
作
や
志

久
見
な
ど
道
筋
付
近
の
村
か
ら
多
く
の

人
馬
が
徴
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

会
に
、
村
人
た
ち
の
善
光
寺
仏
へ
の
信

心
は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。

　

さ
て
、
通
行
人
の
便
を
は
か
る
た
め

に
、方
面
を
示
す
道
し
る
べ（
石
碑
）と
、

道
の
り
を
示
す
一
里
塚
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
西
道
で
は
青
倉
に
、
東
道
で
は
箕

作
に
道
し
る
べ
が
残
っ
て
い
て
、
道
の

か
た
わ
ら
に
置
か
れ
た
石
碑
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、「
左
ぜ
ん
か
う
じ
」、「
右
ぜ

ん
か
う
じ
」
と
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。



（12）広 報 さ か え平成30年11月１日

秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.41

　

10
月
は
、
稲
刈
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
首

元
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
方
が
い
い
」
と
稲
刈

り
に
出
か
け
る
前
に
教
え
て
も
ら
い
実
践
す

る
と
確
か
に
、
作
業
時
に
細
か
い
ワ
ラ
が
首

元
な
ど
に
入
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

も
う
す
ぐ
着
任
し
て
１
年
が
経
ち
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
細
か
い
こ
と
が
良
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
夏
に
道
普
請
に
参
加
し
た
の

で
す
が
、
正
直
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
何
を
準
備
し
て
行
っ

た
ら
い
い
か
、
ど
ん
な
格
好
で
行
っ
た
ら
い

い
の
か
な
ど
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
地

域
の
人
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
長
靴
と

手
甲
と
鎌
が
必
要
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
暑
く
、晴
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

黒
い
帽
子
に
化
学
繊
維
の
シ
ャ
ツ
と
手
甲
、

長
靴
と
い
う
格
好
で
参
加
し
ま
し
た
。
飲
み

物
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
ス
ー
パ
ー
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
緒
に
作
業
を
し
た
女
性
の
皆
さ
ん
は
、

前
だ
け
ツ
バ
が
あ
っ
て
、
後
ろ
半
分
は
布
で

覆
う
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

エ
プ
ロ
ン
を
し
て
、
シ
ャ
ツ
と
手
甲
は
綿
な

ど
の
風
通
し
が
良
い
も
の
を
身
に
着
け
て
い

ま
し
た
。
飲
み
物
は
凍
ら
せ
て
お
い
て
、
ナ

ッ
プ
サ
ッ
ク
に
お
や
つ
な
ど
と
共
に
入
れ
、

移
動
中
も
、
背
中
に
荷
物
が
あ
る
の
で
、
手

持
ち
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
違
い
、
わ
ざ
わ
ざ
持

ち
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
黒
い

帽
子
、
風
通
し
の
悪
い
素
材
の
黒
い
手
甲
を

身
に
着
け
て
参
加
し
た
私
は
、
暑
さ
に
参
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。
ま
た
、
エ
プ
ロ
ン

も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
シ
ャ
ツ
が
汚
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
持
っ
て
行
っ
た
鎌

は
適
切
な
鎌
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
ほ
と

ん
ど
使
い
物
に
な
ら
ず
、
先
輩
方
と
同
じ
装

備
の
必
要
性
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
早
速
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
鎌
と
帽

子
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
帽
子
は
、
先
輩

方
が
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
後
ろ
に
ツ
バ
が

な
い
も
の
に
す
る
か
、
麦
わ
ら
帽
子
に
布
が

つ
い
て
い
て
取
り
外
し
が
で
き
る
タ
イ
プ
に

す
る
か
、
柄
も
ど
ん
な
も
の
が
い
い
か
、
優

柔
不
断
な
私
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
悩
み
、

何
度
も
何
度
も
試
着
し
な
が
ら
長
い
時
間
滞

在
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
、
試
着
す
る
様
子

を
、「
は
は
は
、
か
ぶ
っ
て
い
る
！
」
と
通

り
す
が
る
人
に
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
局
、
麦
わ
ら
帽
子
に
布
が
付
い
て
い
て
、

取
り
外
し
で
き
る
タ
イ
プ
を
選
び
ま
し
た
。

　

都
会
の
暮
ら
し
と
村
で
の
暮
ら
し
は
必
要

な
道
具
や
服
装
が
全
く
異
な
り
、
細
か
い
こ

と
を
勘
違
い
し
た
り
、
失
敗
し
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
勘
違
い
や
失
敗
を
し
て
い
く
の
だ
ろ
う

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
音
枝
里
子
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

秋
の
刈
り
入
れ
も
終
わ
り
、
冬
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
も
う
家
で
ス
ト
ー
ブ
を

焚
い
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

先
日
の
10
月
21
日
に
行
わ
れ
た
文
化

祭
・
収
穫
祭
の
時
に
さ
さ
や
か
で
す
が

「
ジ
オ
ク
イ
ズ
」
を
役
場
庁
舎
内
に
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
祭
の
展

示
を
見
て
い
る
中
で
こ
れ
は
何
か
な
？
と

思
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
ジ
オ
ク
イ
ズ
は
ガ
イ
ド
の
広
瀬

幸
利
さ
ん
に
素
案
を
考
え
て
も
ら
い
、
編

集
を
し
て
掲
示
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
ク
イ
ズ
の
取
り
組
み
は
、
今
年
の

３
月
に
行
わ
れ
た
、
栄
小
学
校
と
津
南
小

学
校
の
交
流
企
画
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
ク
イ

ズ
検
定
」
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
ク
イ
ズ
の
作
成
は
本
当
に
難

し
い
で
す
ね
。文
面
の
わ
か
り
や
す
さ
と
、

問
題
の
難
易
度
の
調
整
。
小
学
生
た
ち
は

本
当
に
多
く
の
勉
強
を
し
、
問
題
を
作
っ

た
の
だ
と
感
嘆
し
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
の

ジ
オ
ク
イ
ズ
で
す
が
、
し
ば
ら
く
栄
村
役

場
１
階
の
掲
示
板
に
張
り
出
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

正
解
数
が
多
か
っ
た
方
に
は
ジ
オ
グ
ッ

ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来

庁
さ
れ
た
と
き
に
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ

い
。 
（
文
責　

越
智
）

▲獅子頭の展示とジオクイズ

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

11
月
11
日
㈰　

９
時
～
15
時
30
分

　

切
明
温
泉
・
和
山
温
泉
・
上
野
原
温
泉
・

小
赤
沢
温
泉
・
龍
ヶ
窪
温
泉
を
巡
り
、
泉
質

の
違
い
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
費
１
，５
０
０
円
（
昼
食
及
び
入
浴

費
）
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

長
靴
・
タ
オ
ル
２
枚
・
筆
記
用
具

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

㊷
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手洗いは大切 !!

よ りだ健保

　先月号で生活習慣病は、血管を痛めるリスクがあるから自分のお子さん・お孫さんが大人になっても元
気で病気にならないような生活習慣を作ってあげることが、子どもにしてあげられる親（大人）の役目で
はないでしょうかとお話しました。

〈肥満の原因〉　　〈栄村の現状〉　生活実態調査の結果より。
①食 習 慣 の 変 化　　・朝食を欠食している児の割合が、県の目標よりも多い。
②運動習慣の変化　　・約半数が学校以外の社会体育等参加していない。
③睡眠習慣の変化　　・夜の9時～10時に就寝している子どもたちが多いが中学生になるほど就寝時間が遅くなる。
　　　　　　　　　　・平日の帰宅後にテレビ・ゲーム等に触れている時間が多い。

　大人の生活習慣が問題となっているこの時代に、子どもが影響を受けないはずがありません。これを機会
に、家族全体で生活を見直してみてはいかがでしょうか。栄村の子どもたちが大きくなっても健やかに成長
していくことを応援していたいと思いますので、何か心配なことがありましたらお気軽にご相談ください。

生活習慣病は大人だけ？
～大人の問題だけでなく、子どもでも
同じことがおこっています（Part 2）～

子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより

☆栄村の小中学生の家庭生活スタイル目標（一部）☆
・起きる時間は６時30分までに
・寝る時間は小学生は午後９時まで、中学生は午後10時30分までに

　インフルエンザ、ノロウイルス、結膜炎…。感染症は、時期を問わず
感染する可能性があります。
　「正しい手洗い」は、どの感染症にも通用する予防策の１つです。
　みなさんは、どのような「手洗い」をしていますか？

水洗い

親指

石鹸をつける

指先・爪

手のひら

手首

手の甲

洗い流す

指の間

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

11月の健康話
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  13回 目 を 迎 え る
「みゆき野の風景画
展」が、中町展示館
で始まります。
　北信州みゆき野に
は、“残雪の里山と
花咲き競う春”、“さ
わやかな風と緑豊か
な夏”、“彩りあざやかな紅葉の秋”、“輝く白雪の冬”
といった四季さまざまな美しさがあります。
　風雪に耐えた民家や寺社もあります。
　みゆき野を訪れて“心のふるさと”、山里や自然を
お楽しみいただき、この地の趣を風景画に残していた
だきたいという願いから、本展覧会を開催します。

日　　程：１１月３日（土・祝）～１２月１日㈯
　　　　　（※木曜日は休館となります。）
開館時間：午前１０時～午後５時
場　　所：中町展示館　木島平村大字上木島６８０－１
問い合わせ先：木島平村芸術文化協会事務局
　　　　　　　☎０２６９‐８２‐２０４１

　2017年に逝去された笠松喬介氏の作品から野沢温泉
村を描いた風景を中心に千曲川・安曇野・北アルプス
周辺の四季折々のコンピュータ版画作品と過去に描い
たスケッチ画等を展示。

■期　　間：１０月２日㈫～１２月９日㈰
■入 館 料：大人３００円　小中学生１５０円
■営業時間：午前９時～午後５時
■休 館 日：毎週月曜日
■問合せ先：おぼろ月夜の館（斑山文庫）
　　　　　　☎０２６９－８５－３８３９

第13回 みゆき野の風景画展 おぼろ月夜の館特別展
笠 松 喬 介  追 悼 展

　津南町では、新潟県南部を震源地とする地震を想定
した防災訓練を町立芦ヶ崎小学校で実施しました。一
昨年までは、消防演習と防災訓練を合同で実施。昨年
より単独で開催することとなりましたが、防災訓練は
選挙により中止となったため、単独での実施は初とな
りました。
　当日は避難訓練の他、応急手当訓練、搬送訓練、災
害備蓄食の展示・試食、３Ｄ土石流体験などさまざま
な訓練と体験を実施し、防災意識の向上に努めました。

　ピアノと歌だけで様々な
音楽ジャンルを内包した表
現をする異色のシンガーソ
ングライター。2004年カン
ヌ国際映画祭受賞作品「誰
も知らない」（是枝裕和監
督）に楽曲「宝石」を提供。
全国各地で精力的にライヴ
を行っています。ぜひ、こ
の機会にご来場ください。

■日　　付：１２月１５日㈯
■場　　所：飯山市文化交流館なちゅら
■開　　演：１３：３０（開場１３：００）
■入 場 料：前売り ２,０００円（当日 ２,５００円）
　　　　　　若者割引（U‐２０）
　　　　　　前売り １,０００円（当日 １,５００円）
■問合せ先：飯山市文化交流館なちゅら　
　　　　　　☎０２６９－６７－０３１１

町単独！防災訓練実施！ タテタカコ
ピアノ弾き語りライヴ  in いいやま

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

▲火災を想定した放水訓練
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９月火災・救助・救急出動件数

最高気温 31.0℃ ９月４日㈫

最低気温 10.4℃ ９月19日㈬

平均気温 19.8℃ 総 雨 量 185.0㎜

栄村の気象（９月）

世帯数 832世帯 前月比−2
人　口 1,870人 −8
男 902人 −4
女 968人 −4

出生 0
死亡 4
転入 1
転出 5

世帯と人口（10月1日現在） ９月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 84 飯山日赤� 9

津南病院� 4
そ の 他� 4
不 搬 送� 0
合　　計� 17
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 17

野沢温泉村 3 0 17

栄 村 0 1 17

管 轄 外 等 0 0 0

約束ね　ゆびきりげんまん　火の始末

１１月の納税等
○固定資産税　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　朝晩、だいぶ冷え込みが強くなり、皆さん体
調など崩されていないでしょうか。私は気候の
変化についていけず鼻かぜを引きました。
　自宅では寒さに耐えきれず、ストーブを出し
て、暖を取るようになりました。そうした気候
の変わり目を迎え、人間だけでなく山々の景色
も次第に変わり始め、紅葉も見頃となりました。
　今年は紅葉の名所に出かけてみたいと思って
います。皆さんのおススメスポットがありまし
たらぜひ教えてください。

生活カレンダー１１月
７
日
㈬　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室
【
役
場　

19
時
】

12
日
㈪　

栄
村
P
連
研
究
集
会
【
栄
小　

14
時
】

13
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

14
日
㈬　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室
【
役
場　

19
時
】

15
日
㈭　

土
合
橋
開
通
式
【
土
合
橋　

10
時
】

21
日
㈬　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室
【
役
場　

19
時
】

23
日
㈮　

も
み
じ
交
流
会
【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

11
時
】

27
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

9
時
】

28
日
㈬　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室
【
役
場　

19
時
】

12
月

２
日
㈰　

津
南
町
合
同
イ
ベ
ン
ト【
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ　

15
時
半
】

４
日
㈫　

人
権
特
別
懇
談
会
【
栄
村
役
場　

９
時
】

８
日
㈭　

お
達
者
会
【
青
倉
・
和
山
公
民
館　

10
・
14
時
】

９
日
㈮　

お
達
者
会
【
森
公
民
館　

14
時
】

13
日
㈫　

離
乳
食
教
室
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
横
倉
公
民
館　

10
時
】

14
日
㈬　

お
達
者
会
【
箕
作
・
小
赤
沢
公
民
館　

10
・
14
時
】

16
日
㈮　

お
達
者
会
【
極
野
公
民
館　

10
時
】

17
日
㈯　

い
き
い
き
サ
ロ
ン【
高
齢
者
セ
ン
タ
ー　

10
時
半
】

19
日
㈪　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ【
集
団
検
診
室　

10
時
】

21
日
㈬　

お
達
者
会
【
志
久
見
・
長
瀬
公
民
館　

10
・
14
時
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
上
野
原
公
民
館　

14
時
】

22
日
㈭　

お
達
者
会
【
白
鳥
・
大
久
保
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　
　

 　
　
　

 

【
平
滝
・
屋
敷
公
民
館　

14
時
】

27
日
㈫　

お
達
者
会
【
月
岡
公
民
館　

10
時
】

28
日
㈬　

お
達
者
会
【
泉
平
公
民
館　

10
時
】

30
日
㈮　

あ
そ
び
の
教
室
【
北
信
保
育
園　

９
時
半
】

12
月

１
日
㈯　

い
き
い
き
サ
ロ
ン【
高
齢
者
セ
ン
タ
ー　

10
時
半
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　11月30日㈮です
口座振替日
　農協・郵便局　　　11月22日㈭
　八十二銀行・県信　11月26日㈪

裕



（16）の ぞ み平成30年11月１日

〈発 行〉
栄村農業委員会
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農委編集委員会

No.82

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

平
成
30
年
度
北
信
州
農
村
女
性
の
　

つ
ど
い
実
行
委
員
長
　
　
　
　
　
　

齋

藤

和

代

（
長
　
瀬
）

は
「
さ
か
え
田
植
え
唄
」
の
皆
さ
ん
の

発
表
、
Ｊ
Ａ
中
野
青
年
部
竹
内
康
祐
さ

ん
、
栄
村
の
齋
藤
充
子
さ
ん
の
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
長
野
県
で
は

「
第
６
次
新
長
野
県
農
村
女
性
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
、
県
か
ら
そ
の
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
か
た
く
り
ホ
ー
ル

内
で
４
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
自
由

討
議
と
い
う
初
の
試
み
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
北
信
管
内
の
女
性
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
地
元
食
材
を
使
っ
た
加
工
品

等
10
組
の
出
店
販
売
が
あ
り
、
う
ち
３

組
が
栄
村
か
ら
出
店
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
中
で
も
若
い
女
性
達
の
グ
ル
ー

プ
「
里
暮
ら
し
む
す
び
ま
る
け
て
」
は

栄
村
で
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
る
商
品

を
集
め
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
ら
何
か
始
め
よ
う
と
思
う
事
が
ひ

と
つ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
誰
か
が
何
か
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
ら
そ
れ
を
応
援
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
芽
を
か
く
の
で

は
無
く
、育
て
る
事
が
大
事
で
す
。「
自

分
ら
し
く
生
き　

と
も
に
築
こ
う　

次

代
の
農
村
」
が
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
で

す
。
一
人
一
人
の
持
ち
味
を
輝
か
せ
栄

村
ら
し
い
次
代
の
農
村
の
姿
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
熱
い
つ
ど
い
で
し

た
。
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
無
事
に
終

え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

栄村で開催されました

170名が参加
　

去
る
８
月
23
日
、
栄
村
文
化
会
館
か

た
く
り
ホ
ー
ル
で
第
18
回
北
信
州
農
村

女
性
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
市
、
飯
山
市
、
山
ノ
内
町
、
野
沢

温
泉
村
、
木
島
平
村
、
栄
村
の
農
村
女

性
マ
イ
ス
タ
ー
、
女
性
農
業
委
員
、
農

村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
農
村
女
性
団

体
連
絡
会
、
農
業
経
営
者
協
会
、
北
し

な
の
畜
産
を
育
む
会
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
女

性
部
、Ｊ
Ａ
中
野
農
業
委
員
会
事
務
局
、

北
信
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
実
行

委
員
と
な
り
、
栄
村
で
の
開
催
は
３
回

目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
団

体
が
関
わ
り
開
催
さ
れ
る
つ
ど
い
は
県

下
で
も
珍
し
い
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」

　

今
ま
で
の
つ
ど
い
と
は
違
っ
た
取
り

組
み
を
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

ＪＡ女性部手づくり工房（中野市）

平成30年度

「北信州農村
女性のつどい」
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「
ジ
ジ
イ
を
駆
除
し
て
地
域
の
派
閥
を
崩
す
！
」

平
成
30
年
度 

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農
業
委
員
会
研
修
会
に
参
加
し
て

油

科

恵

子

　

10
月
18
日
富
山
県
高
岡
市
「
雨
晴
温

泉
・
磯
は
な
び
」
で
開
催
さ
れ
た
研
修

会
は
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
女

性
農
業
委
員
・
女
性
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
一
堂
に
会
し
広
域
的
な
交

流
や
情
報
交
換
の
た
め
に
共
に
学
び
、

共
に
議
論
す
る
た
め
の
研
修
会
で
す
。

「
ジ
ジ
イ
を
駆
除
し
て
地
域
の
派
閥
を

崩
す
。」

　

こ
の
過
激
な
言
葉
は
、
北
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会
で
の
グ
ル

ー
プ
討
議
の
結
果
報
告
の
中
の
言
葉
で

す
。
静
か
に
聞
い
て
い
た
そ
の
場
の

人
々
の
中
か
ら
沸
き
起
こ
っ
た
大
き
な

拍
手
が
、
こ
の
言
葉
に
共
感
し
た
女
性

の
多
さ
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
が
出
て
き
た
グ
ル
ー
プ
討
議
は
、
農

地
利
用
の
最
適
化
や
地
域
農
業
へ
の
貢

献
や
女
性
委
員
の
登
用
と
い
っ
た
問
題

を
自
由
に
討
議
し
て
、
そ
の
解
決
策
を

考
え
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
、
実
に

和
や
か
な
話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

仕
事
版
女
性
の
井
戸
端
会
議
と
い
え
る

も
の
で
、
よ
く
あ
る
建
前
の
話
し
合
い

で
も
な
く
、
女
性
の
生
真
面
目
さ
が
素

直
に
反
映
さ
れ
て
い
る
討
議
で
し
た
。

　

概
ね
８
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
わ
れ
た
討
議
の
結
果
報
告
は
、
栄
村

が
直
面
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、

耕
作
者
の
高
齢
化
、
若
手
耕
作
者
の
絶

対
的
不
足
と
言
っ
た
農
業
の
問
題
が
、

例
外
な
く
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で
顕
在
化

し
て
い
て
、
ど
の
市
町
村
も
こ
の
問
題

の
決
定
的
な
解
決
策
を
見
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
共
通
認
識
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
規
模
で
み
れ
ば
、
小
さ
な

市
町
村
の
中
で
少
し
ず
つ
動
き
始
め
た

事
例
が
あ
る
も
の
の
、
人
口
の
高
齢
化

の
怒
涛
の
波
の
速
さ
と
強
さ
に
全
て
飲

み
こ
ま
れ
て
ゆ
く
過
程
の
真
っ
た
だ
中

が
今
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
女
性

農
業
委
員
が
実
感
と
し
て
感
じ
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
活
動
に
立
ち
は
だ
か

る
の
が
、
従
来
か
ら
の
慣
習
を
基
盤
と

す
る
男
性
の
派
閥
で
あ
る
こ
と
を
、
本

能
的
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
、こ
の「
ジ

ジ
イ
を
駆
除
し
て
地
域
の
派
閥
を
崩

す
」
と
い
う
言
葉
へ
の
大
き
な
拍
手
で

は
と
思
い
ま
し
た
。
言
葉
が
強
烈
な
だ

け
女
性
農
業
委
員
の
切
迫
し
た
気
持
ち

が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

研
修
会
の
中
で
、
現
状
で
は
荒
廃
し

て
し
ま
っ
た
農
地
を
再
生
す
る
と
い
っ

た
段
階
は
既
に
過
ぎ
、「
今
、
使
わ
れ

て
い
る
農
地
を
、
使
え
る
う
ち
に
、
使

え
る
人
に
算
段
す
る
」
と
い
う
段
階
を

目
指
し
、
地
域
の
話
し
合
い
を
農
業
委

員
会
と
し
て
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と

い
う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
話

し
合
い
に
「
ジ
ジ
イ
の
派
閥
は
い
ら
な

い
」
と
い
う
の
が
女
性
の
本
音
で
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
し
て
、
研
修
会
の
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

グループ討議

農業委員
活 動
レポート

農業者の皆さん農業者年金に加入しませんか？
農家に
役立つ
情報満載

全国農業新聞を
読んでみませんか

　　　　　　　①６０歳未満　②国民年金第１号被保険者
　　　　　　　③年間６０日以上農業に従事
○少子高齢化時代に向いた積立方式の終身年金です。
○保険料の額は自由に決められます。
　（月額２万円から最高６万７千円まで）
○年金は生涯支給されます。
　（８０歳までの保証付きの終身年金）
○所得税・住民税が節税になります。

　農業者の公的代表機関である農
業委員会系統組織が農業者の視点
でお届けする、週刊の農業総合専
門誌が「全国農業新聞」です。
　お申し込みは、お近くの農業委
員または農業委員会事務局まで。
（毎週金曜日発行　月７００円）

詳しい内容等お知りになりたい方は、
お近くのＪＡ、農業委員または農業委員会事務局まで。

加入要件
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①農地を借りるとき・貸すとき
　　農地法３条または農業経営基盤強化促進法による許可が必要
です。借りる方は、今回借りる農地を含め栄村では最低１０ａ以
上の経営面積が必要となります。

②農地を買うとき、売るとき
　　農地は原則として農家以外が買い取ることができません。ただし農地以外の使用目的での売買
は可能です。この場合は転用の許可申請が必要となります。

③農地を相続したとき
　　相続登記が完了したら、農地（田・畑）の部分については農業委員会事務局への届出が必要と
なります。（許可は不要ですが届出は必要）

④農地を宅地など他の目的で使用したいとき
　　農地に宅地を建てたい、駐車場にしたい、一時的な資材置場にしたいときなどは、農地法第４
条・第５条に基づく農業委員会の許可が必要です。農業委員会の許可を受けないで工事を行う事
は、「違反転用」といい、法律違反になります。

　

10
月
21
日
㈰
栄
村
役
場
で
栄
村
総
合

文
化
祭
と
収
穫
祭
が
同
時
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

秋
晴
れ
の
晴
天
で
の
収
穫
祭
露
店
市

で
は
10
店
舗
の
出
店
に
よ
る
食
べ
物
や

新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
や
試
食
が
あ

り
、
村
内
外
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ん
が

訪
れ
て
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

栄
村
農
業
委
員
会
は
毎
年
収
穫
祭
で

出
店
を
し
て
お
り
、
今
年
も
村
内
で
飼

育
さ
れ
た
牛
を
使
用
し
た
、
和
牛
串
焼

き
、
ナ
メ
コ
汁
、
ス
ム
ー
ジ
ー
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ジ
ー
と
は
、

ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な
新
鮮
野
菜
や
果
物

（
リ
ン
ゴ
・
バ
ナ
ナ
・
ぶ
ど
う
・
に
ん

じ
ん
等
）
を
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
に
し

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
新
聞
の
普
及
や
農
業
者

年
金
加
入
促
進
の
た
め
の
啓
発
チ
ラ

シ
、
普
及
資
材
（
タ
オ
ル
・
軍
手
等
）

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

こんなときは 農業委員会の許可や届出が必要です

第
20
回

栄
村
収
穫
祭
・

ふ
れ
あ
い
Ｊ
Ａ
祭
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「
農
地
を
貸
し
た
い
け
ど
、
ど
う
し

た
ら
い
い
？
」「
今
よ
り
規
模
拡
大
し

た
い
が
、
農
地
を
貸
し
て
く
れ
る
所
を

照
会
し
て
ほ
し
い
が
？
」
こ
の
よ
う
な

疑
問
を
持
た
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
う
い
う
場
合
は
、
県
の
農
地
中

間
管
理
機
構
・
市
町
村
が
窓
口
と
な
り

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
行
っ
て
く
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

農
地
管
理
事
業
と
は

　

農
業
振
興
区
域
内
の
農
地
を
対
象

に
、
農
業
を
辞
め
る
方
や
農
業
の
規
模

を
縮
小
す
る
方
（
出
し
手
農
家
）
か
ら
、

農
地
中
間
管
理
機
構
が
農
地
を
借
り
受

け
、
規
模
拡
大
や
新
規
参
入
す
る
借
り

手
（
担
い
手
農
家
）
の
方
に
貸
し
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
事
業
で
す
。
公
的
機
関
が

間
に
入
る
の
で
、
安
心
し
て
貸
し
借
り

が
で
き
ま
す
。

　

８
月
の
初
め
か
ら
今
年
も
加
工
ト
マ
ト
の

収
穫
が
我
が
家
で
始
ま
り
ま
し
た
。
収
穫
の

最
盛
期
は
８
月
17
日
か
ら
大
勢
の
方
の
力
を

借
り
て
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
か
え
む
ら
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
は

私
の
家
で
栽
培
し
た
ト
マ
ト
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
栽

培
を
し
ま
し
た
が
、
夏
の
猛
暑
と
雨
が
降
ら

な
い
気
候
の
た
め
ト
マ
ト
は
生
育
不
良
で
し

た
。
ま
た
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
う
ま
く
で

き
な
か
っ
た
た
め
に
、
尻
腐
病
で
収
量
は
か

な
り
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
糖
度

が
高
い
ト
マ
ト
が
で
き
、
30
年
度
産
の
ジ
ュ

ー
ス
は
と
て
も
甘
く
美
味
し
い
ジ
ュ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
い
た

だ
き
、
全
国
の
方
々
に
も
是
非
飲
ん
で
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
栄
村
が
誇
れ
る
物
産
と

な
る
よ
う
生
産
者
側
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
良

い
ト
マ
ト
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

行
く
つ
も
り
で
す
。

�

広
報
編
集
委
員　

宮
川
一
哉

編

後

集

記

　

中
間
管
理
機
構
（
農
業
公
社
）
に
農

地
を
貸
す
と
農
家
の
皆
さ
ん
に
交
付
さ

れ
る
協
力
金
が
３
種
類
あ
り
ま
す
。

①
地
域
集
積
協
力
金

　

地
域
で
話
し
合
い
、
地
域
内
の
農
地

を
一
定
割
合
以
上
ま
と
め
て
農
業
公
社

に
貸
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
経
営
転
換
協
力
金

　

経
営
廃
止
や
経
営
転
換（
部
門
廃
止
）

な
ど
に
伴
い
農
業
公
社
に
貸
し
た
農
地

に
つ
い
て
、
借
り
手
が
つ
い
た
場
合
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

③
耕
作
者
集
積
協
力
金

　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
農
業
公
社
に

貸
し
た
農
地
に
つ
い
て
、
借
り
手
が
つ

い
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

◦
農
業
公
社
が
所
有
（
又
は
管
理
）
す

る
農
地
に
隣
接
す
る
農
地

◦
農
業
公
社
の
募
集
に
応
じ
た
者
が
経

営
す
る
農
地
に
隣
接
す
る
農
地

◦
一
連
の
農
作
業
の
継
続
に
支
障
が
生

じ
な
い
２
筆
以
上
の
農
地

農
業
公
社
を
通
じ
て
農
地
の
貸
借

を
し
た
場
合
、
手
数
料
は
か
か
り

ま
す
か
？

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

貸
付
を
し
た
い
農
地
は
、
す
べ
て

農
業
公
社
で
借
り
て
も
ら
え
ま
す

か
？

遊
休
農
地
な
ど
、
借
り
手
が
見
つ

か
る
可
能
性
が
低
い
農
地
は
原
則

と
し
て
借
受
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
＆

Ａ

※
協
力
金
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
1０
年

以
上
農
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
要
件

と
な
り
ま
す
。
協
力
金
の
種
類
や
貸
付

面
積
等
に
よ
り
、
交
付
額
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
貸
付
・
借
受
希
望
の
あ
る
方

は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
役
場
産
業
建
設
課

　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

　

☎
８
７
─

３
１
１
３

・
長
野
県
農
業
開
発
公
社
北
信
事
業
所

　
（
北
信
地
域
振
興
局
内
）

　

☎
０
２
６
９
─

２
２
─

３
１
１
１

農
家
の
皆
さ
ん
に
交
付
さ
れ

る
協
力
金
が
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
が
あ
り
ま
す

〜
農
地
を
貸
し
た
い
・
借
り
た
い
〜
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◆平成30年度　栄村予算推移◆

内容：○平成29年度一般会計・特別会計歳入歳出決算額　○平成30年度予算推移　○主な可決案件
　　　○陳情審査結果　○平成31年度予算樹立に関する提言書　○一般質問９名
　　　○北信地域議会議員親善球技大会　○平成30年度上半期栄村議会全員協議会報告

区　　分 当初予算 5月補正 6月補正 9月補正 現在の予算額 増減額 増減率％

一 般 会 計 3,710,000 10,235 104,248 58,458 3,882,941 172,941 104.66

特　別　会　計

国民健康保険（事業勘定） 219,069 5,576 224,645 5,576 102.55

国民健康保険（施設勘定） 124,133 ▲5,578 748 119,303 ▲4,830 96.11

秋 山 診 療 所 4,962 ▲276 4,686 ▲276 94.44

後 期 高 齢 者 医 療 31,730 31,730 0 100.00

介 護 保 険 396,738 53 6,000 402,791 6,053 101.53

簡 易 水 道 152,729 3,532 156,261 3,532 102.31

生 活 排 水 79,639 11,588 91,227 11,588 114.55

農 業 集 落 排 水 14,859 14,859 0 100.00

ス キ ー 場 141,229 ▲4,211 4,283 141,301 72 100.05

ケ ー ブ ル テ レ ビ 80,339 1,644 81,983 1,644 102.05

特 別 会 計 合 計 1,245,427 1,268,786 23,359 101.88

※▲は減額

　平成29年度一般会計決算並びに特別会計決算については、
議員全員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第419号）２ページ
から５ページを参照して下さい。

区　分 一般会計 特別会計（10会計）

歳入額 38億511万円 11億6,455万円
歳出額 35億9,695万円 11億3,473万円

単位：千円

平成29年度 一般会計・特別会計　歳入歳出決算額
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案　件　名 内　　容

◆―専決処分について―
　平成30年度栄村一般会計補正予算第４号

・７月からの記録的な猛暑と干ばつによる農家個人及び農業団体が農
業用水の確保のため機器等の使用に要した費用に対する渇水対策事
業補助金
・補正額：6,000千円

◆平成30年度栄村一般会計補正予算第５号

・個人情報の安全管理委託料、千曲荘建替えに係わる北信広域連合分
担金、野々海水門の修繕工事費、湯ノ沢温泉の源泉ポンプ改修工事
費、秋山線代替交通の運行負担金、融雪災害と５月25日発生の地震
災害における復旧事業費など
・補正額：52,458千円

◆平成30年度栄村国民健康保険特別会計（事
業勘定）補正予算第１号

・国保保険者システム改修委託料、入院件数の急激な増加による高額
療養費の追加、本年度県への納付金額が確定したことによる減額、
追加補正など
・補正額：5,576千円

◆平成30年度栄村国民健康保険特別会計（施
設勘定）補正予算第２号

・診療所職員玄関の屋根の修繕工事及び老朽化した診療所及び歯科医
師住宅のエアコン取替工事
・補正額：748千円

◆平成30年度栄村介護保険特別会計補正予算
第２号

・前年度介護給付費確定に伴う精算のため
・補正額：6,000千円

◆平成30年度栄村スキー場特別会計補正予算
第２号

・センターハウスの井戸ポンプの更新並びに電話機交換修繕工事、軽
油計量器の改修工事、レストランの空調機器改修など
・補正額：4,283千円

◆栄村税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

・今年３月の地方税法の改正で、今年の６月に施行された生産性向上
特別措置法の計画に基づいて、中小企業等が先端設備を導入した時
には当該設備に係る固定資産税を３年間ゼロに軽減することが新た
に規定された事による改正

◆圧雪車による道路破損事故に係る損害賠償
の額の決定について

・青倉今泉の農道において、圧雪車の走行により農道のコンクリート
舗装を破損させたもの
・損害賠償額：523,989円

◆人権擁護委員候補者の推薦について ・上倉章夫氏（平滝）

９月定例会　主な可決案件
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陳情件名 陳 情 内 容 陳 情 者 審査結果

国の責任による35人
学級推進と、教育予
算の増額を求める陳
情書

１．どの子にもゆきとどいた教育をするために、
国の責任による35人学級の計画的推進と教育
予算の増額を求める意見書を、政府および関
係行政官庁あてに提出いただきたい。

２．国の複式学級の学級定員を引き下げるよう求
める意見書を、政府および関係行政官庁あて
に提出していただきたい。

栄村教職員組合　
代表者　執行委員長
渡辺雪乃

採択
※意見書案とし
て全員賛成で
可決

賛成議員９名
（議長除く）

「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手当
支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」
を長野県知事に求め
る陳情書

１．へき地手当およびへき地手当に準じる手当の
支給率を、へき地における教育の機会均等と
教育水準の向上をはかるため、都市部との格
差いわゆる総体的へき地性がいっそう拡大し
ている実情を十分把握しつつ、近隣県との均
衡を勘案し、2005年度以前の定率に戻すこと。

義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充を
求める陳情書

１．教育の機会均等とその水準の維持向上のため
に必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅
持し、負担率を２分の１に復元すること。

長野県教職員組合下水内支部
代表者　執行委員長
渡辺雪乃

総
務
文
教
常
任
委
員
会

１．村民が希望の持てる村政施策を進めるため、人口減少に歯止めをかけ、交付税の安定的確保に努めること。
２．財政調整基金を含むすべての基金の使途に関しては、地域住民に寄り添った事業計画を立て、進めること。
３．歳出科目については、より計画的、効率的に対応し、収支バランスの取れた財政運営に努めること。
４．予算の樹立に向けては、前年度の決算の成果を基に計画を立てること。
５．村からの情報発信は積極的に実施し、観光・産業等地域の付加価値を高め、併せて防災等は日々新しい情

報を提供して地域の安心・安全に努められたい。
６．地域おこし協力隊の積極的増員を図り、地域の活性化を促すように進めること。
７．集落活性化を図るため、人口減少問題に知恵を出し合い、空き家対策など、目標を定めて積極的に取り組

むこと。
８．義務教育の更なる充実を図り、栄村独自の教育環境を作ること。
９．伝承文化・芸能・文化財保護に力を入れ、苗場山麓ジオパーク事業に積極的に参画すること。

産
業
社
会
常
任
委
員
会

１．平成30年度には国保が県に移行され、また介護保険料が引き上げられるなど、村民の不安を高める制度変
更や施策が相次いだ。高齢者が多い村民の負担額がこれ以上増大しないよう、村独自の措置の研究を進め、
負担軽減に努められたい。

２．栄村は「農業と観光が栄村の基軸産業である」との基本認識である。農業においては、農家、女性等の所
得の向上をもたらす農産物直売の強化に向けて、栄村特産農産物の作付・生産量の増加、農産物加工品の
増加に向けた小規模加工所開設などのためにキメの細かい施策の展開と予算措置を求める。

　　　また、高齢化と人口減少によって困難化を増している農業用水路の維持管理をめぐって、各地区などか
ら出る要望を重視し、地区等としっかり対話・合意しながら、キメ細かい施策の展開、予算措置を求める。

３．もう一方の基軸である観光をめぐって、観光資源・観光スポットの保全・整備に計画的に取り組むこと。また、
栄村の観光スポット等に関する情報発信を頻度と内容の両面において抜本的に強化すること。その際、観
光事業の主体である村民参加を重視すること。

　　　また、スキー場の営業施策の強化、スキー客への村一丸となってのサービス提供の充実に努め、スキー
場の持続可能な運営の実現に向けた方策を確立すること。

４．自然保護審議会のあり方の抜本的見直しを含めて、自然保護の強化に向けた施策の抜本的確立を平成31年
度において進められたい。

５．年度初めに予算執行計画を明確に示し、早急な対策が求められる施策のスピーディーな実施に努められた
い。

陳情　審査結果

◆平成31年度  栄村の予算の樹立に関する提言書を村当局へ提出◆
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
61
年

に
建
て
ら
れ
30
年
余
り
経
っ
て
い

る
。
施
設
を
利
用
す
る
人
た
ち
も
高
齢
化
が

進
み
、
長
瀬
か
ら
下
り
て
い
く
道
路
が
急
こ

う
配
で
、「
冬
期
間
、
路
面
が
滑
り
危
険
だ
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
旧
東
部
保
育
園
を
温
泉
施
設
に

利
用
で
き
な
い
か
伺
う
。

旧
東
部
保
育
園
は
、
民
具
、
震
災

時
に
出
た
宝
物
を
一
時
保
管
し
て

い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
順
調
に
軌
道
に

乗
っ
た
時
点
で
東
部
地
区
の
介
護
、
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
の
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
施
設
を
考
え
て

い
る
。

　

長
瀬
か
ら
の
道
路
も
あ
と
１
０
０
ｍ
拡
幅

す
れ
ば
完
全
な
道
路
に
な
る
。
県
議
を
通
じ

て
県
の
部
長
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
要
望

し
て
い
る
。
今
回
の
質
問
も
今
後
の
要
望
に

加
え
る
。
道
路
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
要
望
を

強
く
出
し
て
行
き
た
い
。

　

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
無
い
施
設
で
は

上
り
下
り
が
大
変
で
あ
り
、
古
く
な
っ
た
施

設
に
つ
い
て
は
、
増
改
築
、
新
設
す
る
か
、

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

見
た
と
お
り
道
幅
も
狭
く
、
す
れ

違
い
す
る
に
も
狭
い
。
塩
カ
ル
も

蒔
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
Ｕ
字
溝
の
無

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
雪
解
け
水
が
道
路
に
流

れ
、道
路
も
凍
る
。高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
温
泉
に
行
か
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

ス
キ
ー
場
、
宿
泊
施
設
等
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
今
後
も
多
額
の
出

費
を
予
定
さ
れ
る
中
、
村
の
財
政
の
実
情
、

今
後
の
財
政
規
模
に
ど
の
様
な
影
響
を
村
民

に
与
え
る
の
か
伺
う
。

ス
キ
ー
場
、
振
興
公
社
に
指
定
管

理
を
し
て
い
る
４
つ
の
施
設
の
他

に
多
く
の
施
設
が
あ
り
、
平
成
29
年
３
月
に

策
定
し
た
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

が
あ
る
。
長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
投
入
や

財
政
投
資
関
係
の
継
続
は
困
難
が
予
想
さ

れ
、
村
民
が
今
後
真
に
必
要
と
す
る
施
設
を

無
理
な
く
長
期
的
に
更
新
、
運
営
し
て
い
く

視
点
が
重
要
だ
。

昭
和
61
年
４
月
11
日
に
設
立
し
た

公
益
財
団
栄
村
振
興
公
社
で
あ
る

が
、
32
年
を
迎
え
、
村
は
振
興
公
社
の
実
績

を
含
め
、
一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
今
後
の

あ
り
方
や
進
む
べ
き
道
を
明
確
に
す
べ
き
と

思
う
が
、
村
の
考
え
は
。

公
社
営
業
に
つ
い
て
は
、
４
つ
の

施
設
12
ヵ
月
間
で
約
５
千
万
円
を

村
か
ら
財
政
投
入
し
、
地
元
還
元
は
３
千
万

円
程
で
あ
る
。
観
光
あ
り
方
研
究
委
員
会
に

お
い
て
現
在
研
究
し
て
い
る
が
、
中
間
報
告

を
受
け
た
時
点
で
進
む
道
を
議
会
と
協
議
し

な
が
ら
村
民
と
共
に
考
え
る
。

一
番
新
し
い
北
野
天
満

温
泉
施
設
で
も
22
年
を

経
過
し
て
お
り
、
今
後
施
設
の
大
規
模
改
修

を
進
め
る
中
で
、
管
理
運
営
、
施
設
費
用
等
、

今
後
相
当
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、
こ
の
ま
ま

の
現
状
で
続
け
て
い
く
の
は
厳
し
い
。
公
社

に
お
け
る
施
設
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
現
在

議
論
の
最
中
で
あ
る
。

振
興
公
社
に
は
昨
年
度
約
５
千
万

円
を
出
資
し
、
村
へ
の
経
済
還
元

は
働
く
人
の
人
件
費
を
別
に
し
て
約
３
千
万

円
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
中
で
、
こ
の

５
千
万
円
を
削
減
す
る
に
は
ど
う
い
う
形
を

取
る
の
か
。
ま
た
、
公
社
は
宿
屋
経
営
だ
け

で
い
い
の
か
、
悪
い
の
か
、
判
断
を
誰
が
す

る
の
か
伺
う
。

振
興
公
社
の
定
款
に
よ
る
事
業
内

容
は
８
つ
程
あ
り
、
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に
関
す

る
条
例
に
沿
っ
て
経
営
的
な
も
の
は
公
社

の
責
任
で
対
応
す
る
も
の
と
考
え
、
そ
れ
以

外
条
例
に
則
っ
た
関
係
指
定
事
業
、
ま
た
は

募
集
時
の
要
項
内
容
で
あ
れ
ば
村
が
支
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
現
状
は
振
興

公
社
の
理
事
会
、
評
議
員
会
、
各
職
員
等
に

お
い
て
平
成
31
年
度
に
向
け
て
協
議
中
で
あ

る
。

村　長

商工観光
課長

東
部
地
区
の
介
護
、
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
サ
テ
ラ
イ
ト

施
設
と
し
て
考
案
中
。

議
論
の
最
中
で
あ
る
。

旧
東
部
保
育
園
を
温
泉
施

設
に
利
用
で
き
な
い
か
。

村
有
施
設
と
振
興
公
社
、

村
の
方
向
性
は
。

桑
原
武
幸
議
員

島
田
伯
昭
議
員

村
有
施
設
と
振
興
公
社
に
つ
い
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

要
望

村
長

村
長

村
長

商
工
観
光
課
長

村
長

長瀬の老人福祉センター 長瀬から降りてくる道
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地
方
交
付
税
は
、
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
一

定
の
財
源
を
維
持
す
る
見
地
か
ら
、
国
税
と

し
て
国
が
代
わ
っ
て
徴
収
し
、
一
定
の
合
意

的
な
基
準
に
よ
っ
て
配
分
す
る
も
の
。
普
通

交
付
税
と
特
別
交
付
税
が
あ
る
が
、
本
年
度

の
地
方
交
付
税
は
昨
年
に
比
べ
て
減
額
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、
村
の
財
政
に
ど
う
影
響

が
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
か
。
村
か
ら
国

へ
意
見
の
発
信
を
考
え
て
い
る
の
か
。

地
方
交
付
税
の
算
定
は
、
人
口
か

ら
道
路
関
係
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も
の

の
と
こ
ろ
か
ら
算
定
さ
れ
て
い
る
。
財
政
的

な
面
か
ら
仮
の
数
字
は
読
め
る
が
、
大
所
の

数
字
は
表
示
さ
れ
る
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。

入
る
も
の
が
減
れ
ば
出
る
も
の
を
抑
え
る
。

12
月
頃
を
目
途
に
予
算
の
再
算
定
を
考
え
て

い
る
。
全
国
各
市
町
村
長
に
お
い
て
は
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
選
定
根
拠
及
び
増
額
を

国
及
び
国
会
議
員
に
要
望
等
行
っ
て
い
る
。

７
月
に
決
定
さ
れ
た
額
は

13
億
６
，
５
４
０
万
円
、

１
億
１
，
４
６
０
万
円
の
減
収
の
見
込
み
。

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
農
薬
は

有
機
リ
ン
系
に
代
わ
っ
て
人
間
に

も
優
し
い
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

農
薬
は
残
留
期
間
が
長
く
、
カ
メ
ム
シ
等
殺

虫
す
る
の
に
適
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、

ミ
ツ
バ
チ
の
免
疫
反
応
を
弱
め
、
個
体
の
減

少
、
人
と
の
関
係
で
神
経
障
害
な
ど
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
害
虫
だ
け
に
効
く
と
い
う
都
合

の
良
い
農
薬
な
ど
な
い
。
ミ
ツ
バ
チ
が
居
な

く
な
れ
ば
農
業
も
危
ぶ
ま
れ
る
。
合
法
と
す

る
農
薬
だ
が
、
村
の
農
業
の
あ
り
方
と
し
て

何
処
ま
で
認
知
し
て
い
る
の
か
。

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
殺
虫
剤
系
の

村
内
状
況
は
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
聞
く
。

こ
の
農
薬
の
残
留
性

は
一
か
月
く
ら
い
。

有
機
リ
ン
系
は
毒
性
が
強
い
が
数
日
の
残

留
。
農
水
省
農
薬
対
策
室
で
は
、
日
本
で
は

現
在
使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
随
時

検
証
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

栄
村
で
は
害
虫
の
被
害

拡
大
の
恐
れ
も
あ
り
、

国
や
近
隣
の
動
き
な
ど

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

５
月
25
日
の
地
震
と
７
年
半
前
の

地
震
の
影
響（
同
じ
個
所
の
被
害
）

で
ひ
び
割
れ
、
崩
壊
、
水
漏
れ
等
の
被
害
が

広
が
っ
た
。
更
に
雪
の
重
さ
と
春
先
の
雪
解

け
水
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
水
田
の

ひ
び
割
れ
は
長
く
続
い
た
日
照
り
の
影
響
も

あ
る
。
来
春
の
代
掻
き
に
は
重
機
の
導
入
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
の
作
業
が
集

中
す
る
場
合
、
代
掻
き
等
遅
れ
な
い
対
応
が

必
要
で
あ
る
。
復
旧
工
事
の
負
担
は
、
地
権

者
と
耕
作
者
と
の
相
談
と
な
る
が
、
耕
作
者

の
負
担
が
多
く
、
被
害
箇
所
の
多
い
人
は
現

状
の
２
割
負
担
で
は
膨
大
な
費
用
が
重
く
の

し
掛
か
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
更
に
軽
減
措

置
が
取
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
あ
る
か
。

地
震
だ
け
で
は
な
く
豪
雨
、
台
風

な
ど
全
て
の
災
害
で
同
じ
対
応
を

し
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。
で
き
る
だ
け
有
利

な
事
業
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
県
を
通
じ
国

へ
上
げ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
は
、
国

の
補
助
災
で
実
施
す

る
。
小
さ
い
被
害
は
県
単
や
村
単
な
ど
田
直

し
事
業
の
一
環
と
し
て
、
秋
の
内
に
希
望
を

取
り
ま
と
め
進
め
た
い
。

今
年
、
猛
暑
が
続
く
中
、
女
性
の

会
等
で
、「
小
学
校
は
扇
風
機
で

対
応
し
て
い
る
が
、
風
が
届
か
な
い
。
暑
さ

に
耐
え
て
の
勉
強
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
空
調
設
備
の
設
置
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

保
育
園
、
小
学
校
の
空
調
設
備
等

は
、
補
助
事
業
も
見
な
が
ら
各
部

署
の
予
算
規
模
は
全
て
計
上
し
、
進
め
て
い

る
つ
も
り
で
あ
る
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
事
業
で
エ
ア
コ
ン
設
置
の

予
定
だ
っ
た
が
、
国
か
ら
の
予
算
配
当
は
無

い
状
態
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
も
31
年
度
に

は
全
公
立
小
中
学
校
に
設
置
し
た
い
と
い
う

様
な
こ
と
も
言
っ
て
い
る
が
、
駄
目
で
も
そ

れ
ほ
ど
遠
く
な
い
内
に
設
置
が
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
。

保
育
園
に
つ
い
て
は

３
歳
児
か
ら
５
歳
児

の
教
室
と
ホ
ー
ル
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
続
く
暑
さ
で
あ
れ
ば
経
費

の
少
な
い
後
付
の
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
設
置
を

来
年
度
当
初
予
算
に
向
け
て
補
助
事
業
な
ど

研
究
し
た
い
。

産業建設課参事

村　長

残
留
性
は
一
か
月
く
ら

い
。
国
や
近
隣
の
動
き

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

で
き
る
だ
け
有
利
な
事
業

で
対
応
で
き
る
よ
う
県
を

通
じ
国
へ
上
げ
て
い
る
。

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
に
つ
い
て
、
何
処

ま
で
認
知
し
て
い
る
か
。

水
田
崩
落
の

復
旧
対
策
に
つ
い
て
。

相
澤
博
文
議
員

齋
藤
康
夫
議
員

水
田
崩
落
の
復
旧
対
策
に
つ
い
て

温
暖
化
に
よ
る
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
農

薬
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

産
業
建
設
課
参
事

総
務
課
長

産
業
建
設
課
参
事

村
長

村
長

村
長

村
長

教
育
長

住
民
福
祉
課
長
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①
介
護
保
険
料
が
４
月
か
ら
値
上

げ
さ
れ
、「
高
く
な
っ
た
」
と
村

民
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
保
険
料
の
軽
減

を
す
べ
き
だ
。

　

②
特
別
養
護
施
設
「
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠
さ

か
え
」
は
、
特
養
90
床
、
シ
ョ
ー
ト
４
床
あ

る
と
思
う
が
、
90
床
の
内
40
％
が
栄
村
出
身

者
と
聞
く
。
慢
性
的
な
人
手
不
足
で
「
人
員

確
保
に
村
の
協
力
を
」
と
話
が
あ
っ
た
と
思

う
。
看
護
師
、
介
護
職
員
の
確
保
が
さ
れ
な

い
と
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
る
。

　

先
人
の
皆
さ
ん
が
努
力
し
、
要
望
し
、
や

っ
と
で
き
た
施
設
。
水
道
水
な
ど
の
無
償
提

供
な
ど
支
援
し
て
い
る
が
、今
後
の
対
応
は
。

①
（
回
答
な
し
）
②
村
か
ら
看
護

師
を
一
人
派
遣
し
て
い
る
。
中
野

市
に
系
列
の
施
設
が
あ
る
が
、
職
員
の
異
動

も
ま
ま
な
ら
ず
困
っ
て
い
る
。
看
護
師
、
介

大
雨
警
報
が
度
々
発
令
さ
れ
て
い

る
が
、
も
し
こ
れ
が
避
難
勧
告
と

か
避
難
指
示
に
な
っ
た
時
の
住
民
の
安
全
を

ど
う
守
る
の
か
。

村
の
現
状
に
お
い
て
避
難
勧
告
及

び
避
難
指
示
等
は
村
が
発
令
す
る

に
あ
た
っ
て
、
避
難
所
の
確
保
を
し
、
消
防

団
に
出
動
を
命
じ
、
住
民
の
避
難
誘
導
体
制

を
整
え
て
実
施
命
令
し
て
い
る
。

　

安
全
な
場
所
、
安
全
で
は
な
い
場
所
の
調

査
等
は
村
の
防
災
マ
ッ
プ
の
方
で
指
定
さ
れ

て
い
る
。
特
に
白
鳥
、
平
滝
地
区
の
皆
さ
ん

に
つ
い
て
は
第
二
次
避
難
所
が
栄
中
学
校
と

い
う
場
所
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
集
落
の

住
民
、消
防
団
等
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
性
、

ま
た
避
難
施
設
、
誘
導
等
を
早
急
に
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

護
職
員
が
不
足
す
れ
ば
ベ
ッ
ド
数
が
減
少
と

な
る
。

　

３
月
に
は
看
護
師
も
派
遣
を
解
く
。
理
事

長
は
、
介
護
職
員
も
こ
れ
以
上
確
保
で
き
な

い
と
し
て
、
海
外
研
修
生
の
受
け
入
れ
も
考

え
て
い
る
。
住
め
る
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

村
に
要
望
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
継
続
し
て

双
方
で
懇
談
、
研
究
す
る
会
議
な
ど
で
協
議

し
て
い
く
。

職
員
の
派
遣
は
、
派
遣

の
壁
も
あ
り
、
な
か
な

か
厳
し
い
。７

月
に
村
か
ら
地
元
説
明
が
あ

り
、
１
日
５
便
か
ら
３
便
に
減
る

と
の
こ
と
。
観
光
客
へ
の
足
の
確
保
は
。

秋
山
地
域
の
足
の
確
保
と
し
て
、

最
低
限
３
便
を
確
保
し
た
い
。
津

南
ま
た
は
越
後
湯
沢
ま
で
の
バ
ス
と
い
う
こ

と
で
無
償
運
行
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
。

津
南
町
の
地
域
公
共
交

通
協
議
会
が
運
営
主
体

と
な
り
（
運
転
手
は
森
宮
交
通
か
ら
派
遣
）

村
は
負
担
金
を
払
う
。

　

便
数
に
つ
い
て
は
、
利
用
実
績
の
状
況
を

見
な
が
ら
増
便
と
い
う
様
な

形
態
を
取
っ
て
い
く
。

　

ま
た
２
０
２
０
年
に
は
明
石
と
の
連
絡
道

路
も
開
通
す
る
の
で
近
隣
市
町
村
と
も
今
後

広
域
的
な
避
難
所
の
提
携
が
で
き
る
様
に
各

市
町
村
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。豪

雨
に
対
す
る
避
難
所
の
安
全
性

に
つ
い
て
。

雨
の
状
況
を
勘
案
し
て
内

閣
府
が
策
定
し
た
避
難
勧

告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
の
が

あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
適
切
に
発
令
す
る
事

と
し
て
い
る
。
集
落
全
体
、
ま
た
は
集
落
の

大
半
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
時
避
難
所
は
村
の
防
災

計
画
上
で
は
51
ヵ
所
あ
り
、
そ
の
内
32
ヵ
所

が
警
戒
区
域
内
に
あ
る
。
ま
た
、
特
に
警
戒

す
べ
き
土
石
流
警
戒
区
域
内
に
は
15
の
避
難

所
が
あ
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
指
定
さ
れ
て

い
る
集
落
に
あ
っ
て
は
早
い
段
階
で
区
長
さ

ん
や
地
元
消
防
団
と
連
携
し
な
が
ら
早
め
早

め
の
対
応
を
す
る
事
と
し
て
い
る
。

警
報
・
注
意
報
等
は
ど
れ
く
ら
い

の
雨
量
な
の
か
。

発
表
の
基
準
が
変
わ
り
、

降
る
量
だ
け
で
は
な
く
土

壌
に
水
が
染
み
込
ん
で
い

る
分
ま
で
含
め
て
そ
の
判

断
を
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
様
で
あ
る
。

村　長

村　長

村
か
ら
看
護
師
を
一
人
派
遣

し
て
い
る
。今
後
、研
究
す
る

会
議
な
ど
で
協
議
し
て
い
く
。

集
落
の
住
民
、
消
防
団
と

連
携
し
な
が
ら
避
難
施
設
、

誘
導
等
を
早
急
に
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠
さ

か
え
」
の
慢
性
的
人
員

不
足
に
つ
い
て
。

避
難
勧
告
と
か
避
難
指
示

に
な
っ
た
時
の
住
民
の
安

全
を
ど
う
守
る
の
か
。

上
倉
敏
夫
議
員

月
岡
利
郎
議
員

介
護
事
業
に
つ
い
て

豪
雨
に
対
す
る
対
策
と
対
応
に
つ
い
て

秋
山
地
区
の
バ
ス
交
通
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長
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当
村
も
人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
否
め
な

い
と
こ
ろ
だ
が
、
人
口
は
減
っ
て
も
輝
き
を

失
わ
な
い
村
づ
く
り
は
可
能
と
考
え
る
。
そ

れ
に
は
各
地
域
に
男
女
を
問
わ
ず
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
れ
る
よ
う
な
人
材
が
欠
か
せ
な

い
と
考
え
る
。
村
と
し
て
人
材
育
成
に
心
を

砕
き
働
い
て
欲
し
い
と
願
う
と
こ
ろ
だ
が
研

究
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

今
の
と
こ
ろ
研
究
の
段
階
に
は
な

い
が
、
言
わ
れ
る
と
お
り
リ
ー
ダ

ー
の
存
在
は
大
事
で
、
研
究
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
人
材
的
に
は
協
力
隊
等
の
力
も

踏
ま
え
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
う
。

村
内
で
若
く
資
質
の
高
い
人
が
働

い
て
い
る
所
が
役
場
だ
と
思
う
。

管
理
職
が
人
材
育
成
の
意
識
を
持
て
ば
効
率

的
な
育
成
が
可
能
と
思
う
が
ど
う
か
。

今
年
か
ら
人
事
評
価
制
度
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
次
年
度
に
お
い
て

は
係
長
、
課
長
の
昇
給
に
は
試
験
制
度
を
取

り
入
れ
て
い
く
事
に
よ
り
職
員
が
客
観
的
に

自
身
を
見
ら
れ
る
様
に
し
て
い
き
た
い
。

未
使
用
の
村
有
地
で
管
理
の
行
き

届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
目
に
付

く
。
村
有
地
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
課

が
関
与
し
て
い
て
複
雑
に
な
っ
て
い
る
事
が

原
因
か
。
各
地
、
環
境
保
全
活
動
が
進
め
ら

れ
る
中
、
村
有
地
の
荒
廃
と
い
う
の
は
避
け

る
べ
き
だ
と
思
う
。
管
理
の
一
元
化
を
含
め

研
究
で
き
な
い
か
。

現
在
そ
こ
ま
で
は
研
究
し
て
い
な

い
。
利
用
希
望
の
あ
る
と
こ
ろ
に

は
積
極
的
に
掛
け
合
っ
て
い
る
。
未
利
用
地

に
関
し
て
は
、
村
と
し
て
方
針
を
出
す
べ
き

だ
と
思
う
の
で
、
今
後
地
域
と
協
議
し
な
が

ら
村
の
研
究
と
し
て
取
り
扱
う
。

村
の
玄
関
で
あ
る
道
の
駅
の
駐
車

場
に
栄
村
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
案

内
板
の
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。
例
え
ば

村
自
慢
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
特
産
品
の
産

地
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

ユ
ニ
ー
ク
な
看
板
設
置
に
関
し
て

は
検
討
可
能
だ
。
観
光
あ
り
方
研

究
委
員
会
、
観
光
協
会
、
商
工
会
等
で
懇
談

で
き
る
場
を
設
け
、
村
を
訪
れ
た
人
た
ち
が

ユ
ニ
ー
ク
な
看
板
を
見
て
明
る
い
気
持
ち
に

な
れ
る
物
が
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

①
平
成
30
年
度
一
般
交
付
税
の
減

額
に
つ
い
て
の
対
応
は
。
②
将
来

の
村
の
財
政
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

①
収
入
と
支
出
は
合
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
12
月
頃
を
目
途

に
再
算
定
さ
せ
る
。
②
人
口
目
標
は
計
画
し

て
い
る
が
、
財
政
目
標
は
設
定
不
可
能
で
あ

り
考
え
て
い
な
い
。

人
口
減
な
ど
に
伴
い
、
交
付
税
は

減
っ
て
く
る
中
、
長
期
的
、
中
期

的
計
画
の
見
直
し
を
す
る
の
か
。

実
施
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ

で
予
算
を
組
ん
で
い
る
た

め
財
政
的
な
計
画
の
見
直
し
は
難
し
い
が
、

３
年
後
に
は
復
興
基
金
や
復
興
交
付
金
事
業

が
終
了
す
る
た
め
財
政
当
局
と
し
て
は
考
え

て
い
る
。

今
年
度
は
交
付
税
の
３
倍
の
予
算

組
を
し
て
い
る
が
、
今
後
の
予
算

措
置
、財
源
規
模
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

質
問
の
趣
旨
が
分
か
ら
な
い
が
、

予
算
は
勝
手
に
作
っ
て
は
い
な

い
。
議
会
の
同
意
を
得
て
い
る
し
決
算
報
告

を
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
見
た
状
況
、
そ

し
て
村
の
で
き
る
範
囲
、
そ
う
い
う
も
の
を

全
て
ま
と
め
上
げ
て
予
算
書
を
作
り
上
げ
て

皆
さ
ん
へ
お
諮
り
し
て
い
る
。

村
の
進
め
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交
通

は
今
一
利
便
性
が
感
じ
ら
れ
な
い

し
、
委
託
料
が
高
額
で
あ
る
が
、
事
業
の
成

果
を
検
討
し
て
い
る
か
。
他
の
方
法
は
。

10
月
１
日
か
ら
村
内
全
て
デ
マ
ン

ド
体
制
に
な
る
が
、
い
つ
ま
で
も

と
は
考
え
て
い
な
い
。
地
域
の
変
化
に
よ
っ

て
駄
目
だ
と
な
れ
ば
大
至
急
見
直
し
を
す
る
。

特
命
対
策
課
が
行
な
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
は
商
店
側
の
こ
と
に
触
れ
て

い
な
い
。
村
内
の
商
店
の
現
状
と
対
策
は
。

10
年
前
と
比
べ
て
12

店
舗
減
っ
て
い
る
。

今
後
を
見
れ
ば
後
継
者
の
居
な
い
店
舗
の
存

続
は
か
な
り
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

私
も
本
当
に
後
継
者
不
足
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。
村
と
し
て
今
後

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
内
容
は
本
当
に
買
い
物
関
係
者

だ
け
の
調
査
で
手
薄
だ
っ
た
。
総
体
的
に
見

直
し
を
し
て
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
栄

村
だ
と
い
う
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

村　長

村　長

研
究
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。

地
域
の
変
化
に
よ
っ
て
駄
目
だ
と

な
れ
ば
大
至
急
見
直
し
を
す
る
。

男
女
を
問
わ
ず
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
取
れ
る
人
材
育
成
に

つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
か
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
事
業
の

成
果
を
検
討
し
て
い
る
か
。

阿
部
伸
治
議
員

保
坂
良
徳
議
員

村
の
財
政
に
つ
い
て

村
の
生
活
環
境
対
策
に
つ
い
て

若
手
世
代
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

村
の
案
内
板
設
置
に
つ
い
て

村
有
地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

商
工
観
光
課
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長
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多
く
の
人
が
栄
村
の
基
幹
産
業
は

農
業
と
観
光
で
あ
る
と
言
う
。
村

長
も
同
様
の
認
識
だ
と
思
う
が
、
そ
う
い
う

認
識
で
間
違
い
な
い
か
。

観
光
は
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
こ

れ
は
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

外
貨
を
栄
村
に
運
び
入
れ
て
来
る
の
は
観
光

が
一
番
。
そ
の
外
貨
は
村
の
中
を
巡
る
お
金

に
な
る
。
食
べ
物
関
係
、
ま
た
施
設
も
直
せ

ば
建
設
業
ま
で
金
が
巡
る
。
だ
か
ら
こ
れ
は

重
大
な
産
業
で
あ
る
。
観
光
は
手
を
緩
め
る

こ
と
な
く
前
へ
前
へ
と
持
っ
て
行
き
た
い
。

観
光
を
基
幹
産
業
と
し
て
、
ど
れ

位
の
経
済
を
実
現
し
て
い
く
の

か
、
数
値
的
に
目
標
を
立
て
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
村
長
は
、
宿
泊
客
は
現
状
１
万
人
だ

が
、
こ
れ
を
２
万
人
に
倍
加
し
た
い
と
発
言

し
て
い
る
。
２
万
人
を
実
現
す
る
た
め
に
ど

う
い
う
方
策
を
進
め
る
の
か
。

観
光
の
目
標
数
値
、
秋
山
郷
に

限
っ
て
言
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

１
万
人
を
何
と
か
２
万
人
に
上
げ
た
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
指
定
管
理
に
出
し
て
い
る
施
設

関
係
も
か
な
り
入
り
込
み
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

昨
年
、
知
事
と
の
懇
談
で
、「
飯
山
市
で

降
り
る
お
客
さ
ん
を
今
の
状
態
か
ら
３
倍
に

し
て
み
せ
ま
す
」、「
そ
れ
は
何
で
で
き
る
の

か
」、「
秋
山
郷
に
人
を
入
れ
る
。
そ
の
た
め

に
奥
志
賀
高
園
栄
線
を
５
月
１
日
に
は
完
全

に
開
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
11
月
い

っ
ぱ
い
ま
で
除
雪
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
や
り
と
り
を
し
た
。「
知
事
が
本
当

に
や
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は

知
事
と
の
お
約
束
は
必
ず
守
っ
て
み
せ
ま

す
」
と
言
っ
た
。

村
長
の
知
事
と
の
約
束
に

つ
い
て
は
１
年
、
２
年
、

３
年
と
い
う
タ
イ
ム
ス
パ
ン
の
中
で
ど
う
実

現
し
て
行
く
の
か
、
具
体
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
も
含
め
て
１
万
人
を
２
万
人
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
村
の
施
策
と
し
て
も
う

少
し
明
確
な
、
具
体
的
な
工
程
表
を
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
栄
村
が
持
っ
て
い

る
収
容
力
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
言
う

と
、
10
月
あ
た
り
は
結
構
入
っ
て
い
る
。
こ

れ
以
上
入
れ
よ
う
と
し
て
も
、
受
け
入
れ
る

施
設
が
無
い
。
だ
か
ら
１
万
人
を
２
万
人
に

す
る
に
は
、
今
ま
で
お
客
さ
ん
が
多
く
な
か

っ
た
季
節
に
相
当
来
て
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
詰
め
を
や

っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

村　長
「
飯
山
で
降
り
る
客
を
３
倍
に

す
る
」と
知
事
に
約
束
し
た
。

宿
泊
を
２
万
人
に

倍
加
す
る
方
策
は
？

松
尾 

眞
議
員

３
万
人
実
現
へ
、具
体
策
が
必
要

質
問

質
問

村
長

村
長

松
尾
議
員

第31回北信地域議会議員親善球技大会開催！

　10月４日に北信地域議会議員親善球技大会が開催されました。昨
年、一昨年は山ノ内町での開催でしたが、悪天候のため中止となり、
２年ぶりの開催となりました。
　野沢温泉村柄沢マレットゴルフ場で行われた大会は、中野市議会、
飯山市議会、山ノ内町議会、木島平村議会、野沢温泉村議会、栄村
議会、総勢65名がエントリー。個人戦で、月岡利郎議員、保坂良徳
議員、阿部伸治議員が同点で２位となりましたが、同点の場合は年
齢順ということで、月岡利郎議員が２位、保坂
良徳議員が３位、阿部伸治議員が４位となり、
総合では栄村議会が優勝しました !!

マレットゴルフ大会で栄村議会優勝!!
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栄村議会全員協議会報告
◎平成30年４月から９月までの村長並びに議長提出の「議会全員協議会」で議論された
項目内容をお知らせします。

全員協議会（村長提出） 村長から依頼を受けて議長が招集し、行政上の重要問題等について
議会の意見を聞くための協議会です。

開 催 月 内　　　容

５月15日

◎　一般財団法人栄村振興公社の経営状況等について
　　商工観光課長より、振興公社の平成29年度についての実績あるいは30年度の計画等を施設毎に月別決算
から収支等について詳細に数字にて説明。赤字となるため、不足分を６月補正により指定管理料の増額
でお願いしたい。赤字の要因としては長雨と冷夏による天候不順によるものも大きい。

　　―議員各位より―
　　指定管理料は、経営の良し悪しに左右されてはならないもの。村はどういう中長期的な展望のもとで今
回振興公社へ資金投入する判断をするのか。資金投入も筋の通った方法でお願いしたい。ワーキンググ
ループのようなものを作ったらどうか。貸付金と言う方法はとれないのか。各施設にサポート隊等の充
実を図れないか。等々意見、提案があった。

５月28日

◎　平成30年５月25日発生、長野県北部地震の被害状況等について
　　総務課長より、栄村の観測装置で震度５強、秋山で震度３であった。村の防災計画により直ちに警戒対
策本部を設置、警戒本部での対応及び被害状況等について説明。切欠地区住民23名公民館へ自主避難。
長瀬地区33名自主避難（23：30帰宅）。把握している情報を告知放送による周知。

　　各課長等より、担当する施設等に関する被害状況を説明。
　　―議員各位より―
　　見えない被害（後から気付く）の対応を願いたい。出来る範囲で行政は支援をしていただきたい。今回
の災害を振り返り、再度分析をして新しい防災計画に反映してほしい。水田のクラック等の災害復旧を、
また補助についても検討願いたい。等々意見、提案があった。

６月５日

◎　栄村振興公社への支援について
　　商工観光課長より、振興公社の平成30年度の不足金3,300万円を６月補正により指定管理委託料の追加
と言う形で支援をお願いしたい。

　　―議員各位より―
　　年度当初から予算額すべてを支出するというのはどうか。今まで指定管理料を追加で支払った例は無い。
資金を投入する事によって経営改善の将来展望はあるのか。次年度以降は何とかやり繰りをして公社と
言う体制を整えながらやって行くのか、違う方法を考えて行くのか。村長は公社との協定書の中にも関
与する事が大半であるため、締めるところはしっかり締めていただきたい。資金は貸付金が妥当、返さ
なくてはならないという意識が必要。12月議会では村の総合的な対応策の素案を議会で協議していただ
きたい。等々意見、提案があった。

◎　栄村監査委員の協議について
　　総務課長より、山田知周代表監査委員の辞任に伴い、新たな代表監査委員として野田沢の山本邦雄氏を
選任したく６月定例会に同意案として提出する旨の説明があった。

８月20日

◎　高齢者の生活支援対策について
　　特命対策課長より、自家用車を利用する事が困難になってきている高齢者の買い物を支援する制度の創
出を考えている。４月に75才以上の高齢者世帯200件にアンケート調査を行った。買い物支援の方法で
は「移動購買車運行」という回答が多かった。直接の買い物に対しては70才以上の高齢世帯に対し、デ
マンド交通を利用しての利用券助成制度を新たに創設したいと考えている。

　　―議員各位より―
　　アンケート等は郵送でなく直接聞き取りする事が望ましい。アンケートはもう少し具体的に村の将来を
見据えて、他の課とも相談しながらあまり時間を掛けずに地域振興のためにどの様な体制がいいのか研
究願いたい。等々意見、提案があった。

◎　秋山地区救急体制整備について
　　特命対策課長より、秋山地区の平成24年から28年までの５年間の救急出動の状況により説明。合計102件、
年間平均20件、月平均２件。秋山地区の救急体制を考えるにあたり、ドクターヘリの活用が有力な手段
と考えるが、通年でのヘリポートの整備が必要だったり、また、夜間及び悪天候時は緊急搬送が出来ない。
救急車の常設については、施設、車両、人員整備に多額の費用がかかってしまうため、現時点では地域見守
り（救急車が来るまで傷病者を見守る制度）制度により、早期の初期対応、処置対応により容態を見守
り、精神的及び安心感を持たせられるのではないか。秋山地区で看護有資格者の救急見守り組織体等の
組織づくりを目指し、ＩＴ等も利用し医師等との遠隔での判断も出来るような体制づくりも考えたい。

　　―議員各位より―
　　秋山に独自に医師を置くと言う発想法はあるのか。テレビ診察システムの研究を。ヘリポートの整備を
する際にはもっと現場をよく見て研究してほしい。救急体制づくりに向けて調査研究を進めていただき、
ある程度骨格が出来た時点でまた報告願いたい。等々意見、提案があった。

９月４日

◎　秋山地区公共交通について
　　今までの秋山地区の公共交通（南越後観光）の運行が10月１日以降困難であるという事で、切明から見
玉までを津南町の公共交通の運行協議会が森宮交通に委託して運行、見玉から津南までは乗換えにより、
南越後観光バス路線により津南町まで運行。朝夕も含めて一日３往復の運行を行う。なお、朝の津南行
きの便のみ見玉での乗り継ぎが困難なため大割野地区まで運行。乗車賃は300円（大割野地区までは600
円）で地区説明会も開催しながら実施に向けて検討してきた。

　　―議員各位より―
　　今まで南越後交通に委託していた委託料はどうなるのか。秋山郷の観光と言う観点から見た時にはこの
ダイヤでは対策にならないのでは。他県の町村では栄村の状況にも合っていると思われる乗合運行をし
ている所もあるので研究してほしい。苗場山の３合目、鳥甲側を周遊させる便を何とか確保し、観光面
及び地域住民の足と言うような工夫もしてほしい。等意見があった。
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全員協議会（議長提出） 議員全員で協議します。基本的に月一回開くことにしています。

開 催 月 内　　　容

４月12日

◎　今後の予定について
　　　・平成30年第３回栄村議会臨時会の開催　５月15日㈫
　　　・議会定例会年間計画の確認
　　　・５月議会全員協議会の日程　５月15日㈫　臨時議会終了後
◎　観光レクリエーション施設管理運営に関する特別委員会から
　　振興公社理事体制が代わったため、議会との懇談会を開催したい。　４月25日㈬

５月15日

◎　今後の予定について
　　　・６月定例会：６月15日㈮～ 21日㈭（休会、予備日含む）
　　　・全員協議会及び常任委員会：６月15日㈮　定例会終了後
　　　・苗場山・鳥甲山・佐武流山　山開き神事：６月１日㈮　苗場神社
　　　・北信州森林祭：６月９日㈯　野沢温泉村
　　　・県道秋山郷森宮野原（停）線改良促進期成同盟会総会：７月10日㈫
　　　　各常任委員会で中心となり検討することとする。

５月28日
◎　平成30年５月25日発生、長野県北部地震に対する議会での対応について
　　初動体制として、議員各位が各々の判断で行動を起こす。その際は自分の存在位置或いはこれから何を
しようとしているのか等、議長（事務局）に連絡を入れる等今回の震災について意見があった。

６月15日

◎　栄村振興公社の平成29年度経営状況について
　　振興公社理事長、総支配人、観光センター長に出席いただき、議会と懇談と言う形で意見交換を行った。
　　総支配人から29年度決算及び30年度４、５月の状況等説明いただいた等議員各位から質問、意見があった。
◎　７月議会全員協議会の日程について
　　日時：７月17日㈫　午前10：00 ～、議会報編集員会も同日開催　午前９：00 ～
◎　北信地域議会議員親善球技大会について
　　10月４日㈭　野沢温泉村　14：00 ～
◎　先進地視察希望について
　　総務文教委員会で検討中。

６月19日

◎　栄村振興公社指定管理について
　　６月定例会初日に議案で公社への指定管理料3,300万円の増額が提案されている中、議会として一つの
見解を持ちながら、最終日に採決に臨むに際して、議員全員から考えを聞いた。

◎　栄村議会議員倫理規程について
　　内規として栄村議会議員倫理規程の作成を進めてきた。内容については、県の町村議会議長会等へも解
釈上問題無いか確認することとした。概ね議員各位においては内容については賛同いただいた。

６月20日
◎　６月定例会の議案第37号、一般会計補正予算（振興公社への指定管理料について）
　　本日６月20日の総括審議の前に全員協議会でもう一度協議をすることとなった。また、前日６月19日の
全協での議論内容をまとめたものの報告が議員からあった。

７月17日

◎　８月の全協日程について
　　８月の諸行事予定表から、議長提出と村長提出の全員協議会を８月20日㈪に開催することに決定。
◎　栄村議会の災害発生時の議員行動マニュアル策定について
　　災害発生時の議員としての初動体制をどうのようにするかのマニュアルを作成したく、今回は原案をそ
れぞれが持ち帰って次回の全協等でさらに検討することとした。

８月20日

◎　今後の予定について
　　９月定例会を中心とした諸行事予定について確認。定例会は９月４日～９月13日予備日を含め８日間。
　　北信保育園の運動会に全員出席予定。　10月６日㈯
◎　９月の全協の日程について
　　定例会中の９月４日㈫定例会終了後に決定。
◎　栄村議会　災害発生時の議員行動マニュアルの決定
　　細部について検討の上、本日８月20日付けで、上記マニュアルは全員協議会での決定事項として活用し
ていくこととなった。

９月４日

◎　今後の予定について
　　諸行事予定表による10月の予定について確認。
◎　第31回北信地域議会親善球技大会について
　　10月４日㈭野沢温泉村柄沢マレットゴルフ場、全員参加。
◎　栄村議会議員倫理規程について
　　以前より検討していただいていた上記規程について、県町村議会議長会からのご意見を参考としながら
９月４日からの栄村議会の内規という事で整備した。

◎　平成30年度長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会総会の提出議題について
　　原案を基に、９月定例会中に栄村としての要望事項を提出することとした。（◯県道秋山郷森宮野原（停）
線の早期改良、◯中条川及び復旧治山事業の早期完了について）

◎　平成30年度議会行政視察について
　　11月13日㈫～ 11月14日㈬、視察先：木曽郡　王滝村（スキー場の運営について）下伊那郡　下條村（若
者定住対策、人口対策）
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「
Ｇ
Ｏ
会
」
は
秋
山
郷
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
若
者
有
志
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

立
ち
上
が
っ
た
の
は
３
年
前
の
年
末
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
地
元
の
若
者
が
集
ま
る

機
会
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
中
で
、「
秋
山
郷
で
、
男
女

を
問
わ
ず
集
落
も
関
係
な
く
若
者
達
を
集

め
て
何
か
を
や
ろ
う
！
」
と
い
う
話
が
持

ち
上
が
り
、
こ
の
「
Ｇ
Ｏ
会
」
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
Ｇ
Ｏ
会
で
は
「
つ
な
ご
う
、
さ

わ
ご
う
、
楽
し
も
う
」
と
い
う
言
葉
を
大

切
に
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
ひ
と
り
一
人

が
本
気
で
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
、
若
者

た
ち
の
元
気
な
声
や
力
で
、
地
域
や
人
を

繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
が
自
分
た
ち
の
活
動
を
継
続
し
て
い
け

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
繋
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｏ
会
の
主
な
活
動
は
、
釣
り
大
会
の

開
催
や
「
夢ゆ

め

灯ほ

」（
天
池
キ
ャ
ン
ド
ル
イ

ベ
ン
ト
）
で
の
お
で
ん
や
う
ど
ん
の
振
る

舞
い
で
す
。
そ
の
他
に
も
栄
村
の
雪
ん
子

祭
り
へ
の
出
店
や
秋
山
郷
で
の
空
き
瓶
回

収
、
１
０
０
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
へ
の
協
力

と
い
っ
た
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
先

月
27
日
に
行
な
わ
れ
た
河
岸
段
丘
花
火
で

は
、
秋
山
地
区
で
の
花
火
の
打
ち
上
げ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
年
々
と
、

Ｇ
Ｏ
会
の
活
動
す
る
機
会
も
増
え
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
、
活
動
を
応
援
・
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
や
、
活
動

の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
が
あ
っ

て
こ
そ
だ
と
思
い
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
地
域
を
盛
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
Ｇ
Ｏ
会
を
見
か

け
た
時
は
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
、
お

声
が
け
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

秋
山
郷
若
者
有
志　

Ｇ
Ｏ
会 　
　

代 

表　

山
田
裕
樹

秋山郷若者有志　GO会の活動
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栄
村
の
森
林
を
知
ろ
う

こ
ら
っ
せ
通
信

　

こ
ら
っ
せ
に
は
様
々
な
方
が
来
館
さ

れ
ま
す
。村
民
の
紹
介
で
来
ら
れ
た
方
、

栄
村
出
身
の
方
、
資
料
館
が
お
好
き
な

方
、
毎
年
栄
村
へ
観
光
に
来
る
方
…
。

中
に
は
、
こ
ら
っ
せ
を
目
的
に
石
川
県

か
ら
来
ら
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

10
月
の
あ
る
日
、
白
鳥
第
１
常
会
婦

人
会
の
み
な
さ
ん
が
来
館
さ
れ
ま
し

た
。
お
話
を
伺
う
と
、「
研
修
旅
行
で

寄
っ
た
」
と
の
こ
と
。
こ
ら
っ
せ
に
寄

っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
感
じ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
婦
人
会
で
研
修
旅
行
を
行
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
あ
ま
り
の
感
激
に
写
真
を
パ
シ
ャ

リ
（
写
真
右
下
）。
栄
村
に
あ
る
施
設

を
見
て
回
る
。
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
栄
村
に
あ
る
様
々
な
施

設
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
ら
っ
せ

に
は
村
民
の
紹
介
で
来
館
さ
れ
る
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
村
民
と
村

外
と
で
は
見
え
方
が
違
う
と
い
う
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
村
民
の
み

な
さ
ん
が
、
村
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が

あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

来
館
さ
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
良
い
点

は
「
い
い
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

満
足
で
き
な
か
っ
た
点
は
「
つ
ま
ら
な

い
」
と
内
に
秘
め
る
の
で
は
な
く
、「
ど

こ
が
ど
ん
な
ふ
う
に
つ
ま
ら
な
か
っ

た
」
さ
ら
に
は
「
こ
ん
な
風
に
し
た
ら

も
っ
と
面
白
く
な
り
そ
う
」
と
自
由
に

意
見
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん

の
意
見
が
こ
ら
っ
せ
を
も
っ
と
い
い
施

設
に
し
て
い
き
ま
す
。
村
民
が
「
お
も

し
ろ
い
」
と
感
じ
る
か
ら
こ
そ
、
村
外

の
方
に
も
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
す
。
１
人
よ
り
２
人
、
２
人
よ

り
10
人
の
意
見
が
あ
っ
た
方
が
、
よ
り

ア
イ
デ
ィ
ア
は
広
が
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
御
来
館
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
裏
山
が
だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て

き
た
な
あ
、
と
か
、
昔
見
え
た
川
原
の

様
子
が
み
え
な
く
な
っ
た
、
と
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

栄
村
公
民
館
で
は
、
長
野
県
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
の
小
山
泰
弘
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、
２
回
に
わ
た
り
森
林
の

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
こ
ら
っ
せ
で
座
学
。
お
そ

ら
く
栄
村
で
一
番
多
く
生
育
し
て
い

る
ブ
ナ
の
木
は
、
全
国
的
に
は
標
高

６
５
０
ｍ
～
１
５
０
０
ｍ
で
し
か
自
生

し
て
い
な
い
が
、
栄
村
で
は
降
雪
の
お

か
げ
で
２
５
０
ｍ
地
点
か
ら
当
た
り
前

に
み
ら
れ
る
こ
と
。
ユ
キ
ツ
バ
キ
は
雪

が
積
も
る
か
ら
こ
そ
育
つ
植
物
で
、
雪

が
積
も
る
高
さ
ま
で
し
か
育
た
な
い
こ

と
。
杉
の
木
は
１
０
０
０
年
以
上
も
生

育
す
る
が
、
ナ
ラ
や
ク
ル
ミ
と
い
っ
た

雑
木
は
大
半
が
２
０
０
年
ほ
ど
で
寿
命

を
迎
え
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
。
人
間
が

手
入
れ
を
し
な
い
と
予
期
せ
ぬ
災
害
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し

て
実
際
に
集
落
の
裏
山
で
行
い
ま
し

た
。
樹
木
の
根
は
成
長
に
伴
い
地
中
深

く
伸
び
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
多
く
は

地
下
１
ｍ
ほ
ど
し
か
下
が
ら
な
い
こ

と
。
傾
斜
地
の
杉
の
根
が
曲
が
っ
て
い

る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
っ
す

ぐ
に
見
え
る
ブ
ナ
の
根
も
実
は
曲
が
っ

て
い
て
、
山
側
に
太
り
、
谷
側
の
根
元

に
ア
イ
ゼ
ン
の
よ
う
に
支
え
る
根
が
張

る
こ
と
で
ま
っ
す
ぐ
に
見
え
て
い
る
こ

と
。
他
、
年
輪
を
見
ず
に
樹
齢
を
知
る

方
法
や
ど
ん
ぐ
り
の
双
葉
の
芽
の
話
な

ど
興
味
深
い
話
満
載
で
し
た
。
次
年
度

以
降
開
催
の
時
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

地
域
の
資
源
を
活
か
す
た
め
に
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老
人
介
護
を
通
し
て

地
域
に
混
ざ
る

～
終
わ
り
か
ら
始
ま
り
へ
～

宅
老
所
は
い
こ
ん
ち
ょ 　
　
　
　

代 

表　

小
林
敏
志

（
志
久
見
出
身
）

　

栄
村
の
人
口
は
１
８
７
０
人
（
10
月
１

日
現
在
）。
高
齢
化
率
は
49
・
８
％
で
す

か
ら
、
９
３
１
人
の
方
が
65
歳
以
上
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
栄
村
公
民
館
が
開
催
し
た

「
春
待
ち
講
座
」
で
、
講
師
の
和
田
芳
治

さ
ん
が
、「
高
齢
者
は
肉
体
的
な
元
気
は

衰
え
て
い
る
が
知
恵
や
技
術
は
た
く
さ
ん

持
っ
て
い
る
『
光
齢
者
』
だ
。
人
や
地
域

の
た
め
に
楽
し
く
汗
す
る
『
志
民
』
で
あ

れ
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
昔
に
比
べ

れ
ば
今
の
高
齢
者
の
年
齢
は
二
割
引
い
て

考
え
て
も
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
80

歳
の
人
は
64
歳
と
考
え
れ
ば
よ
い
と
い
う

こ
と
で
す
。「
こ
ん
な
元
気
な
人
を
隠
居

さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
も
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

年
寄
り
だ
か
ら
と
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
年
を
重
ね
た
な
り
に
活
躍

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

介
護
認
定
を
受
け
て
も
な
お
、
人
の
役
に

立
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
石
を投

じ
る

高
齢
化
を
逆
手
に
!!

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

ら
私
も
終
わ
り
だ
な
」

　

何
度
も
何
度
も
い
ろ
ん
な
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
聞
い
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
だ
け
の
話
、
介
護
職
員
で
あ
る
僕
で

す
ら
、
お
年
寄
り
に
な
っ
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
終
わ
り
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

僕
は
栄
村
志
久
見
出
身
で
、
現
在
は
妻

の
実
家
が
あ
る
栃
木
県
鹿
沼
市
で
定
員
15

名
の
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
や
っ
て
い

ま
す
。
開
設
し
て
か
ら
今
年
で
５
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
長
野
市
や

栄
村
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
で
約
10
年
間
働

い
て
い
ま
し
た
。

　

い
つ
し
か
独
立
し
て
在
宅
介
護
を
支
え

た
い
と
思
い
、
家
族
と
相
談
し
栃
木
県
鹿

沼
市
に
て
民
家
を
改
築
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
た
の
で
す
。
栄
村
出
身
と
い
う

こ
と
を
栃
木
に
い
っ
て
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
、
そ
し
て
誰
も
が
気
軽
に
、
は
い
こ
ん

ち
ょ
（
ご
め
ん
く
だ
さ
い
）
っ
て
寄
っ
て

き
て
も
ら
い
た
い
、「
は
い
こ
ん
ち
ょ
」

っ
て
言
っ
て
、
ご
自
宅
へ
伺
い
た
い
っ
て

い
う
思
い
が
あ
っ
て
「
宅
老
所
は
い
こ
ん

ち
ょ
」
と
い
う
名
前
に
し
ま
し
た
。

　

開
所
し
て
５
年
が
経
ち
、
わ
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
冒
頭
で
話
し

た
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
よ
う
に
な
っ

た
ら
私
も
終
わ
り
だ
な
」
っ
て
話
し
て
い

た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
ど
ん
ど

ん
イ
キ
イ
キ
と
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
行
く
よ
う
に
な
っ
た
ら

私
も
終
わ
り
だ
な
」

　

こ
の
言
葉
の
表
現
の
中
に
は
、
た
く
さ

ん
の
本
音
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
つ
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
＝
お

世
話
さ
れ
て
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
。
恥
ず
か
し
い
。
人
の
役
に
立
て
な
い
。

自
立
し
て
い
な
い
。
世
間
の
目
が
気
に
な

る
。
自
己
が
崩
壊
す
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
弱
っ
て
い
る
人
、
か
わ
い
そ
う
な
人
が

行
く
と
こ
ろ
。
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

の
で
す
。

　

僕
は
、
こ
の
５
年
間
の
間
に
「
か
わ
い

そ
う
な
お
年
寄
り
」
を
一
人
も
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
強
く
て
、
む
し

ろ
怒
ら
れ
て
ば
か
り
で
、
か
わ
い
そ
う
な

の
は
僕
の
ほ
う
で
す
（
笑
）

　

せ
っ
か
く
な
の
で
、
僕
た
ち
が
出
逢
っ

た
お
年
寄
り
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

【
そ
ば
打
ち
が
プ
ロ
級
の
お
じ
い
さ
ん
】

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
そ
ば
打
ち
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
要
介
護
１

の
お
じ
い
さ
ん
。
生
徒
は
僕
で
す
。

「
こ
ね
る
の
３
年
、
伸
ば
す
の
３
か
月
、

そ
ば
切
り
３
日
」

と
言
わ
れ
て
、
い
ま
だ
に
こ
ね
さ
せ
て
も

ら
え
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）。
昔
お
そ
ば
を

趣
味
で
や
っ
て
い
て
、
日
光
の
そ
ば
祭
り

に
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、
３
段
の
腕

前
み
た
い
で
す
。
そ
ば
を
打
つ
時
に
な
る

と
表
情
が
変
わ
る
ん
で
す
。
と
っ
て
も
イ

キ
イ
キ
し
て
い
る
。
そ
れ
を
利
用
者
さ
ん

に
ふ
る
ま
っ
た
り
、
近
所
の
人
に
配
っ
た

り
、
職
員
に
配
っ
た
り
し
ま
す
。
す
る
と

皆
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
イ
キ

イ
キ
し
て
き
ま
す
。

　

僕
た
ち
の
役
割
づ
く
り
に
は
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
宅
老
所
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
宅
老

所
を
開
設
し
た
の
は
栄
村
出
身
者
。
今
回

館
報
に
そ
の
施
設
の
様
子
を
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。



公民館報�さ か え（33） 平成30年11月１日

　

１　

か
つ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
に

　
　
　

近
い
こ
と

　

２　

今
の
体
で
で
き
そ
う
な
こ
と

　

３　

周
り
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
て

　
　
　

認
め
て
く
れ
る
こ
と

＊
「
完
全
図
解
新
し
い
介
護
」　

著
：
太
田
仁
史
、
三
好
春
樹　

講
談
社

　

他
に
も
、
う
ど
ん
を
作
る
の
が
上
手
な

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
お
ば
あ
さ
ん
に
講
師

を
お
願
い
し
て
う
ど
ん
教
室
を
開
催
し
た

り
、
将
棋
が
上
手
な
半
身
ま
ひ
の
お
じ
い

さ
ん
中
心
に
将
棋
大
会
を
開
催
し
た
り
し

ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
時
間
で

も
、
お
酒
が
好
き
な
一
人
暮
ら
し
の
地
域

の
お
じ
い
さ
ん
達
を
囲
ん
で
、
夜
に
飲
み

会
を
開
催
し
た
り
（
写
真
右
下
）、
車
椅

子
の
お
じ
い
さ
ん
の
「
行
き
た
い
！
」
思

い
を
実
現
す
る
た
め
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
毎
年

11
月
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
で
３
回
目
で
す
。

　

立
つ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
に
、

バ
ス
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
か
ら
と

歩
行
練
習
を
し
て
、
短
い
距
離
な
ら
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

や
っ
ぱ
り
人
っ
て
、
何
か
や
り
た
い
こ

と
が
あ
る
と
物
凄
い
チ
カ
ラ
が
発
揮
さ
れ

る
ん
だ
な
あ
っ
て
思
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
お
花
見
は
、
地
域
の
お
じ

い
さ
ん
の
庭
を
お
借
り
し
て
皆
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
先
日
、

若
年
性
認
知
症
だ
っ
た
女
性
が
元
気
に
な

り
、
は
い
こ
ん
ち
ょ
の
利
用
を
終
了
し
た

と
き
に
書
い
て
く
れ
た
手
紙
に
こ
う
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
か
月
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
記
憶
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
４
月
の
桜
の
お
花
見

で
す
。
膝
に
置
い
た
ハ
ン
カ
チ
に
舞
っ
て

き
た
花
び
ら
を
そ
っ
と
家
に
持
ち
帰
り
、

愛
犬
の
写
真
た
て
の
前
に
置
い
て
あ
る
水

が
入
っ
た
お
茶
碗
に
浮
か
べ
ま
し
た
。
天

国
に
い
る
愛
犬
と
一
緒
に
お
花
見
が
で
き

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
涙
が
出
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

過
去
の
記
憶
が
思
い
出
せ
な
い
と
悩
ん

で
い
た
彼
女
は
、
４
か
月
前
の
記
憶
を
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
手
紙
に
記
し
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
あ
の
時
一
緒
に
、
お
花
見

を
し
た
職
員
は
、
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
泣

い
て
い
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
病
気
を
治
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
ど
、
一
緒
に

思
い
出
を
作
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

老
化
や
病
気
や
障
害
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
こ
の
地
域
で
暮
ら
せ
て
よ
か
っ
た
、

長
生
き
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う

な
関
係
が
あ
る
場
所
を
作
り
出
す
こ
と
は

で
き
る
。

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
よ
う
に
な
っ

た
ら
終
わ
り
だ
な
」
か
ら
「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
始
ま
り
だ

な
」
へ
。

　

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
。

　

そ
れ
は
可
能
だ
。

❖
　
　
　
❖
　
　
　
❖

　

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
自
分
の
存
在
を
認

め
て
も
ら
え
る
場
所
が
あ
る
、
必
要
と
さ

れ
て
い
る
、
人
の
役
に
立
て
る
と
い
う
実

感
は
人
を
い
き
い
き
と
輝
か
せ
ま
す
。
年

を
と
れ
ば
シ
ワ
が
増
え
、
腰
が
曲
が
り
、

力
が
な
く
な
っ
て
い
く
…
。
そ
れ
は
人
間

だ
れ
で
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
経
験
し
て
き
た
こ
と
や
生
き
て

き
た
人
生
、
価
値
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
。「
は
い
こ
ん
ち
ょ
」
で
は
、
そ
う

し
た
一
人
ひ
と
り
の
人
生
や
暮
ら
し
を
し

っ
か
り
と
見
つ
め
、
関
わ
る
こ
と
で
利
用

者
が
い
き
い
き
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

　

冒
頭
に
紹
介
を
し
た
和
田
さ
ん
も「『
あ

り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
福
祉
』
を
行
う
こ

と
で
、
人
は
輝
く
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
小
林
さ
ん
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
げ

て
い
る
、「
人
の
役
に
立
て
る
」「
認
め
て

も
ら
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
年
齢
や
性

別
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
人
を
い
き

い
き
と
輝
か
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

栄
村
に
は
80
歳
を
超
え
て
も
地
域
の
担

い
手
と
し
て
ま
だ
ま
だ
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
が
い
ま
す
。
そ
し
て
栄
村
独
自
の
技
術

や
知
恵
を
よ
り
深
く
語
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
大
半
が
85
歳
以
上
の
方
で
あ
り
、
そ

の
方
た
ち
が
「
栄
村
ら
し
さ
」
を
支
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
年
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
多
く
の

知
恵
や
技
を
持
っ
て
い
ま
す
。
少
し
視
点

を
変
え
て
、
そ
の
個
人
の
生
き
て
き
た
思

い
や
道
に
触
れ
て
み
る
こ
と
で
様
々
な
地

域
の
特
性
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、
和
食

の
ユ
ネ
ス
コ
登
録
や
雪
国
観
光
圏
、
信
越

自
然
郷
の
動
き
を
見
て
も
、
そ
う
し
た
人

か
ら
人
へ
と
伝
わ
っ
た
地
域
独
自
の
文
化

や
こ
の
地
で
暮
ら
し
ぬ
い
て
き
た
人
生

に
、
光
が
当
た
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
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栄村総合　文化祭開催!!
　第40回を迎えた文化祭。展示、子ども音楽発表、特別　企画のど自慢、みんなのステージと述べ200人
を超える方に出展・出場をしていただき、会場も満員に。　この日は500人を優に超える村民で栄村役場が
にぎわいました!!

最優秀賞 感 動 賞 なりきり賞 パフォーマンス賞 きらきら賞 特 別 賞

講評は
ペッパー君

子ども音楽発表会

40周年企画！のど自慢大会

40回特別企画！

電算プレゼンツ!
ペッパー君登場!!

（総合司会）

今年の司会は栄中生徒

保育園ひまわり組

40回特別企画！小中合同音楽発表

樋口 瞭さん 樋口武夫さん　樋口正幸さん 広瀬幸利さん 広瀬隆司さん 阿部堪成さん 広瀬智佳子さん
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栄村総合　文化祭開催!!第40回

　第40回を迎えた文化祭。展示、子ども音楽発表、特別　企画のど自慢、みんなのステージと述べ200人
を超える方に出展・出場をしていただき、会場も満員に。　この日は500人を優に超える村民で栄村役場が
にぎわいました!!

みんなのステージ

午後の
司会者

栄ふるさと太鼓

第40回特別ゲスト　秋山民謡保存会のみなさん

Ｏ．Ｂ．Ｋ（栄中3年生） ダンス発表 桐の葉コーラス

栄中ダンス部 おはなしの会

小滝ハーモニカ合奏団 Ｍｙ－Ｓ　ダンス発表

さかえ田植え唄愛好会

相澤博文実行委員長　島田美香実行委員

山田眞士さん ピアノ演奏
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要
に
な
っ
た
か
ら
、
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
鮭
漁
に
は
年
貢

同
様
の
税
負
担
が
あ
り
ま
す
が
、
初
鮭

に
は
特
別
な
貢み

つ

ぎ
物
の
性
格
が
窺う

か
が

え
ま

す
。
江
戸
時
代
の
中
期
に
は
、
栄
村
域

で
も
鮭
役
の
運
上
と
初
鮭
の
献
上
が
セ

ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

続
き
ま
す
。

権
利
を
領
主
に
認
め
さ
せ
る
、
と
い
う

仕
組
み
が
成
り
立
っ
て
お
り
、
納
め
る

税
を
「
鮭
運
上
」
ま
た
は
「
川
運
上
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
現
代
に
も
漁
業

権
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
特
定
の
漁
場

で
権
利
者
だ
け
が
特
定
の
漁
業
を
営
む

有
期
の
権
利
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
に

は
養
殖
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
現
在

は
漁
業
者
に
対
す
る
事
業
税
は
非
課
税

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
江
戸
時
代
の
「
鮭
運
上
」

は
事
業
税
か
、
は
た
ま
た
「
儲
け
」
に

か
か
る
税
な
の
か
、
栄
村
に
伝
わ
る
古

文
書
で
そ
の
あ
た
り
を
探
っ
て
み
ま
す
。

　

村
内
の
青
倉
地
区
に
伝
わ
っ
た
古
文

書
の
な
か
に
、
飯
山
藩
主
だ
っ
た
堀
直

寄
（
一
五
七
七
～
一
六
三
九
）
が
「
初

鮭
を
買
い
た
い
」
と
伝
え
た
書
状
が
あ

り
ま
す
。
堀ほ

り

直な
お

寄よ
り

は
、
最
初
の
飯
山
藩

主
だ
っ
た
皆
川
広
照
が
慶
長
一
四
年

（
一
六
〇
九
）
に
改
易
さ
れ
た
あ
と
、

越
後
長
岡
か
ら
移
っ
て
同
一
五
年
か
ら

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
ま
で
藩
主
を

務
め
た
戦
国
武
将
で
す
。
直
寄
は
青
倉

の
肝き

も

煎い
り

に
宛
て
て
、「
そ
の
村
で
獲
れ

た
一
番
鮭
を
何
と
ぞ
世
話
し
て
も
ら
い

た
い
。
言
い
値
で
買
う
よ
う
に
使
い
の

者
に
言
い
付
け
て
あ
る
の
で
よ
ろ
し
く

頼
む
」と
書
き
送
っ
て
い
ま
す（
写
真
）。

折
紙
と
い
う
略
式
の
書
式
で
、
直
寄
が

直
々
に
伝
え
る
形
式
の
文
面
に
な
っ
て

お
り
、
花
押
（
サ
イ
ン
）
が
据す

え
ら
れ

て
い
ま
す
。
花
押
の
形
は
直
寄
が
慶
長

期
に
使
っ
て
い
た
も
の
な
の
で
、
こ
の

書
状
は
飯
山
藩
主
の
堀
直
寄
が
私
的
な

用
事
で
直
々
に
差
し
出
し
た
も
の
で
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
直
寄
は
初
鮭
を
買
う
、
と
言

っ
て
い
ま
す
。
加
賀
藩
前
田
家
で
は
、

慶
長
九
年
九
月
に
越
中
五ご

位い

庄し
ょ
う

の
荒あ

ら

又ま
た

川が
わ

な
ど
へ
十
尺
（
十
匹
）
の
鮭さ

け

役や
く

を
命

じ
て
お
り
、
さ
ら
に
慶
長
一
九
年
に
は

越
中
国
の
在
々
へ
鮭
川
役
の
未
進
を
厳

し
く
追
及
す
る
と
と
も
に
、
初
鮭
は
必

ず
前
田
家
に
献
上
さ
せ
、
他
所
へ
流
す

こ
と
を
厳
禁
す
る
と
の
命
令
を
発
し
て

い
ま
し
た
。
と
す
る
と
、
同
じ
時
期
に

千
曲
川
沿
い
の
飯
山
藩
領
で
は
、
初
鮭

の
献
上
や
鮭
役
の
運
上
が
ま
だ
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
尾
崎
氏
、
市
河
氏
、
皆
川

氏
と
領
主
が
交
代
す
る
中
で
堀
家
に
引

き
継
が
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
的
な
書
状

の
形
式
で
一
番
鮭
を
依
頼
し
て
い
る
の

は
、
堀
家
の
時
代
の
飯
山
藩
が
栄
村
域

に
鮭
役
を
賦ふ

課か

し
て
お
ら
ず
、
し
か
し

何
か
の
事
情
で
初
鮭
が
ど
う
し
て
も
必

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

飯
山
藩
主 

堀
直
寄
の
書
状

　

秋
が
深
ま
る
と
空
気
か
ら
土
の
匂

い
が
薄
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
今
年
は
明
治
改
元
一
五
〇
年
、

第
一
次
大
戦
終
結
一
〇
〇
年
に
あ
た

る
そ
う
で
す
。
五
〇
年
前
の
明
治
百

年
に
は
方
々
の
市
町
村
で
記
念
の
郷

土
史
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
年
表
を

繰
る
と
そ
ん
な
記
念
ム
ー
ド
と
は
程

遠
い
様
子
で
し
た
。
皆
様
に
は
今
年

は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
。

　

前
回
は
、
鮭
漁
は
儲
け
が
大
き
か
っ

た
と
い
う
お
話
し
を
し
ま
し
た
。
江
戸

時
代
、
千
曲
川
な
ど
で
鮭
漁
を
す
る
人

は
税
を
納
め
る
代
わ
り
に
漁
業
を
す
る

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
二
十
九

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』 （
三
）
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村内移動図書が始まります！

図書室だより
　晩秋の秋。この頃になると冬のように寒いの日もあって、ストーブやこたつが手放せなくなります
ね。秋は美味しいものに囲まれ、きれいに色づいた山を見ながらウォーキング、そして秋の夜長の読
書！読書をとおして新しい言葉を知り、様々な感動を覚え、心に栄養を与えてみませんか。
　さて、文化庁が国語（日本語）施策の参考とするため、「現代の社会状況の変化に伴う、日本人の
国語意識や理解の現状」について、平成７年度から毎年実施している世論調査があります。平成29年
度の調査の中に次の質問がありました。皆さんも考えてみてください。

　栄村公民館図書室では土日の午前中、図書室を開けてくださるボラン
ティアさんを募集しています。
　１～２か月に１度の当番です。お問い合わせは栄村教育委員会事務局
☎87-3118までお願いします。

　『雪が降る前に』しなくてはならないことも多いと思いま
すが、栄村公民館図書室では村民の皆さまにたくさんの本と
出会っていただきたく、今年も11月から３月まで、移動図書
車を走らせ、各集落を巡回します！
　ぜひご利用ください。

どの意味が正解だと思いますか？

檄（げき）を飛ばす

なし崩し
（例文：借金をなし崩し
にする。）

ア．自分の主張や考えを、広く人々に知らせて同意を求めること
イ．元気のない者に刺激を与えて活気付けること
ウ．（ア）と（イ）の両方
エ．（ア）、（イ）とは、全く別の意味

ア．なかったことにすること
イ．少しずつ返していくこと 
ウ．（ア）と（イ）の両方
エ．（ア）、（イ）とは、全く別の意味

調査では約６割以上が違う意味で覚えていたようです。みなさんはどうでしたか。

答えは　Ｑ１　檄（げき）を飛ばす…正解はア　　Ｑ２　なし崩し…正解はイ

　
公
民
館
の
軽
バ
ン
で
回
り
ま
す
。

平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時　～正午
※祝日は休館します

11/23㈮・24㈯・25㈰
12/22㈯・23㈰・24㈪・29㈯～ 1/3㈭
1/5㈯・6㈰・12㈯～ 14㈪

★栄村図書室開放時間★ ★栄村図書室休館日★

図書ボランティア募集中！

Ｑ１

Ｑ２

▼
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年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて…　②今思うこと・言いたいこと

①
中
の
平
で
生
ま
れ
、
小
学
校
へ
は
片
道
40
分
、
中
学
校
へ
は
片
道
１

時
間
半
か
け
て
通
っ
た
。
兄
弟
が
多
か
っ
た
の
で
、
冬
は
わ
ら
じ
を

１
５
０
足
作
っ
た
。
中
学
を
卒
業
し
て
か
ら
は
奈
良
の
紡
績
工
場
で

働
き
な
が
ら
定
時
制
に
通
っ
た
。
定
時
制
で
習
っ
た
洋
裁
は
嫁
い
で

か
ら
と
て
も
役
に
立
っ
た
。
舅
と
姑
の
体
が
弱
か
っ
た
の
で
、
看
病

し
な
が
ら
の
子
育
て
、
百
姓
に
苦
労
し
た
が
、
今
に
な
れ
ば
我
慢
し

て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

②
今
は
今
の
人
で
い
ろ
ん
な
方
面
に
気
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
よ
く
や
っ
て
い
る
と
思
う
。
大
き
な
病
気
も
し
た
が
、
い
ま
生

き
て
い
る
だ
け
で
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

①
村
営
の
雄
川
閣
に
勤
め
、
栄
村
振
興
公
社
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
定

年
退
職
ま
で
支
配
人
と
し
て
勤
め
た
。
退
職
後
、
村
教
育
委
員
を
３

期
務
め
た
。
そ
の
間
教
職
員
採
用
試
験
の
試
験
官
と
い
う
名
誉
あ
る

仕
事
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。
今
は
好
き
な
農

業
を
し
な
が
ら
、畑
で
採
れ
た
野
菜
で
料
理
を
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

孫
娘
が
来
る
の
が
楽
し
み
。

②
学
校
を
な
く
し
た
く
な
い
。
子
ど
も
や
若
い
人
が
一
人
で
も
多
く
増

え
て
ほ
し
い
。
こ
こ
に
暮
ら
そ
う
と
す
る
人
に
ど
ん
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
の
か
、
す
ぐ
紹
介
で
き
る
よ
う
に
情
報
発
信
に
工
夫
を
。

ま
た
そ
れ
を
村
民
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

①
子
ど
も
の
頃
は
、
馬
の
エ
サ
を
刈
り
に
毎
朝
晩
山
へ
行
き
、
矢
櫃
か

ら
稲
を
背
負
っ
て
運
び
、
な
ん
で
も
背
中
で
運
ん
だ
。
何
を
す
る
に

も
必
ず
背
中
に
何
か
を
背
負
っ
て
家
に
帰
っ
て
き
た
。
19
歳
で
嫁
い

だ
の
で
何
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
家
の
事
や
百
姓
の
事
等
な
ん
で
も

さ
せ
ら
れ
た
。
夫
は
い
ろ
い
ろ
な
役
員
を
し
て
い
て
家
に
い
な
か
っ

た
の
で
苦
労
し
た
。

②
年
を
と
っ
た
ら
何
か
を
す
る
の
が
嫌
に
な
っ
て
く
る
が
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
続
け
て
い
き
、
無
理
を
せ
ず
、
休
み
や
す
み
体
を
使
い

な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
。
大
き
な
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
。

山田千代（84歳）小赤沢

本や図鑑が大好き！
　歯医者さんとお花屋さんにな

りたい。

プリンセス大好き！
　ディズニープリンセスのベルに

なりたい。

萌
も

々
も

花
か

ちゃん（４歳）

かん奈
な

ちゃん（６歳）

年輪 154

　大きくなっても２人仲良く、力を合わせて元気に育
ってほしいです。　斎藤充紀さん・裕美さん宅（青倉）

山田直廣（79歳）小赤沢 福原かず（81歳）小赤沢

おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ
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おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ

今月の一句 〜栄村俳句会〜

　

冬
を
前
に
最
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
振
り
絞
る
か
の
よ
う
に
山
々
が

真
っ
赤
に
紅
葉
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
夏
の
日
照
り
の
影
響
等
で
綺

麗
に
紅
葉
し
な
い
の
で
は
な
い
か

と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
が
圧
巻
で

す
。
冬
支
度
も
そ
ろ
そ
ろ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
季
節
で
す
。
日
増

し
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
に

冬
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

�

好

今月の一句 〜栄村俳句会〜

秋
空
に
振
り
回
さ
れ
し
野
良
仕
事�

杉
浦
恵
子

エ
サ
あ
る
か
刈
田
に
サ
ギ
の
二
羽
三
羽�

柳
　
静
江

栗
お
こ
わ
祝
い
し
孫
の
お
食
い
初
め�

馬
場
澤
子

朝
霧
の
消
え
ゆ
く
街
の
目
覚
め
か
な�

関
谷
貞
子

逝
き
し
人
み
な
懐
か
し
き
彼
岸
花�

斉
藤
は
る
子

サ
ン
グ
ラ
ス
は
ず
し
て
判
る
知
人
か
な�

福
原
勇
一

秋
彼
岸
行
く
に
は
遠
し
父
母
の
墓�

山
田
セ
キ

耳
遠
し
婆
の
小
言
も
秋
深
し�

山
田
政
治

編
集
後
記

◦
銀
賞　

中
二　

樋
口
爽
乃　

条
巾

◦
銅
賞　

中
三　

桑
原
由
妃　

条
巾

　
　
　
　

中
三　

桑
原
由
妃　

半
紙

　
　
　
　

高
一　

樋
口
駿
介　

半
切

 

桂
雪
会

受
賞 
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

長
野
県
書
道
展
覧
会
入
賞
者

★手わさの部屋ＯＰＥＮ★

　１２月７日㈮より毎週金曜日、こらっせの一角を
藁や天然素材を使ったものづくりができる部屋と
して開館します。先人たちから受け継がれた草履
や米俵、ねこつぐらといったさまざまなものを作
って長い冬を楽しみましょう。
　詳しいお問い合わせは栄村公民館まで。特に作
りたいものがある方は、事前にお問合せください。

★郷土料理相談所★
　栄村公民館では、郷土の味を継承していくこと
を目的に郷土料理教室を開催しています。「ばあ
のごっつぉ」にのっていない料理や、やってみた
けどうまくいかない料理など、郷土料理教室で取
り上げてほしい料理がありましたら、栄村公民館
までお気軽にお問合せください。

お問い合わせ

　この月間は、子ども・若者育成支援に対する理
解を深めることを目的としており、地域における
子どもの育成や、家庭でのインターネット利用に
対するルール作りや生活習慣について見直す月間
です。
　「家に子どもはいないから関係ない。」ではなく、
お孫さんや地域の子ども・若者に関心を寄せるこ
とが大切です。今の子どもは他者と関わり合う機
会が少ないと言われています。栄村青少年育成協
議会では、「あいさつ」からつながる地域ぐるみ
の子育てをめざし、毎月11日（休日の時はその前
の平日）にあいさつ運動を実施しています。みな
さんもこの日に限らず、関わり合う一歩として、
あいさつから始めてみませんか。
　子どもは大人の姿を見て育ちます。まずは大人
から動きましょう。

栄村公民館（☎87-2100）

11月は
「こども若者育成支援強調月間」です

村民のみなさんへおしらせ

　　　　　　　　　　
　

   村
民のみなさんへおしらせ




